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大管 長会 メ ッセー ジ

偽 リ の 神 々

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

人 間の感覚糖 の中で記憶と最も密接な関係にあるのは
嗅覚である， という話 を聞いたことがある。それが真

実だ とす ると，私に も思 い当たることがある。私は朝少し

の時間散歩をし，新鮮で心地 よい大気 を胸いっぱいに吸う。

長年 この麗しい地球の土や草木に親しんできた私であるが，

何 とも言えない快 い気持 ちになる。

時々，若草や，かなたか らそ よ風によって運ばれて来る

サルビアのにおいな どをか ぐと，私はア リゾナで過ごした

青年時代の 日々を思い出す。ア リゾナは乾燥 した土地であ

る。 しかし，決然 として働 く人々の手によって実 りの良い

土地へ と変わっていた。，

私たちはどんな天候の下でも，土地 を耕 し，家畜の世話

をした。また旅 をす る時は大抵，馬に乗ったり，幌なしの

"馬車や荷馬車 を使ったものである。幼年時代によく兄や姉

たちと駆けっこをして遊んだ。果樹園を駆け抜け，砂ぼこ

りの立つ細道 を下 り， とうもろこしや真っ赤に熟した トマ

ト，たまねぎ，かぼちゃのなる畑の間を，私たちは風のよ

うに駆け回ったものだった。そんな生活を思 うと，その頃

の私たちは本当に 自然の生活に近かった と思 っ。

いつであったか，昼食をすませて外 を歩いていた時のこ

とである。突然雷雨 を伴った黒雲が空一面をおおい始めた。

そして，大粒の雨が乾いたほこりっぽい大地に音を立てて

降 り出した。その雨 をながめながら，私は子供の頃たびた

び遭遇 した同 じような夏の午後の雷雨のことを思い出した。

途方 もな く大きい入道雲が丘の上 に現われ， カラカラに干

上がった谷底に待望 の雨 を降 らせ て くれるのである。私た

ちは小屋へ駆け込む と，稲妻が空を駆け巡 っている間，腰

を下 ろしてザーザー と降 り続ける滝のような雨を驚嘆のま

なごで見つめていた。それが去 った後は，空気が洗われて

ひんや りとし，辺 りに土や木や畑の作物の快い香 りが漂う

のである。

数十年前の私は， 日暮れ時にいつも牛 を連れて歩いたも

のである。そして朽ちかけた古い棚の傍 らに立ち止まると，

柔 らかな光 とひまわ りの香 りに包まれて黙って立ち尽 くし，

そっと自分に問いかけてみるのである。「もし君が世界を造

るとしたら，どんな世界だろう。」少 し考 えると，私は決ま

って答えた。「そう，ちょうどこんな世界だね」 と。

その 日もどしゃぶ りの雨 を見つめなが ら，私は思った。

そして今 も思 う。これが私たちの住む美 しい地球なのだ と。

にもかかわらず， 多くの快 い思 い出と共に，私の心の中に

別の思いが走る。どんよりと垂れ込めた黒い雲は，私にひ

とつのことを思い出させ ようとするかのようである。それ

は長年にわたって教会幹部の心 を痛めて きたことであ り，

実際に世界が始 まって以来，主の選ばれた予言者 を悩ませ
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『

私 た ちの責 任 は実 に 明瞭 で あ る。

この世 の もの を追 い求 め る こ とな

く， 偶 像 崇拝 をや め ， 信 仰 を もっ

て前進 す る こ とで あ る。 そ して，

福 音 を もって敵 に向 か い ，彼 ら を

私 たちの兄弟姉妹 の中に加 えるこ

k

と で あ る 。

てきたことでもある。率直に申し上げると，それは世はあ

まりに も不正に満ちて，危険で重大な時代になっていると

いう事実である。 これを考 える度に，私は， 多く与 えられ

た者か らは多く求められるという一般原則 を思い出すので

ある(ル カ12：48参 照)。

主は私 たちに素晴 らしい世界 を与えて下さった。そして

その代わりに，私たちに正義を守り神の戒めに従 うよう求め

ておられる。 しか し， この世 の民が行なっていることと，

期待 されていることとを比較 してみ る時に，私は恐ろしさ

に身震いする。不正が世 に満ち，破壊者はこの世で残 され

ている時を最大限に使い，大いなる権力 を奮っているかの

ようである。悪魔は大波のように私たちを飲み込んでしま

おうとしている。現在は洪水前の ノアの時代 と丁度同じ状

態にあると私たちは感 じている。

私はこれまで，いろいろな責任 を受けて各地 を旅 して き

た。美 しい田園地方を行 く時，広大な美しい空 を飛ぶ時，

私は思わずその美しさを人間の暗い悲惨な行ないと対比 し

てしまうのである。この麗 しい地球 はもはや人類の存在に

絶え切れずにいるのではないだろうか。エノクが地の嘆 き

を聞いたのを思い出す。「禍なるか な，われは禍なるかな，

人間の母なるものよ。われは苦 しめ り， われは疲れた り，
よこしま い っ

わが子供 らの邪曲なるに よる。何時の 日われ休息せむ。何

時の 日われよ り出でたる汚れ より潔め らるるや。何時の 日

われの創 り主われ を聖めたまいて，われ休息に入り且つ暫

しの間わが面の上に正義の留 るや。」(モ ーセ7：48)

教会幹部は主の目にかなわない事柄に対 して絶えず警告

を発 している。心身の汚れ と不浄な環境に対 し，不品行，

盗み，偽証，虚栄，漬神 に対 し，'私通，姦淫，同性愛， そ

の他神聖な創造の力を誤用す るすべての行為 に対 し，殺 人

あるいはそれ に類する行為に対 し， また神聖 を汚すすべて

の行為に対 して警告 を発 している。

驚いたことに， 多くの祝福 をいただいてきた人々にさえ

も， このような警告が必要 となっている。信 じ難いことで

はあるが，その ような事柄がある程度聖徒の問でも見受け

られ るのである。聖徒たちはみたまの賜 を多く授か り，永

遠 を見通す知識 を持ち，永遠の生命に至る道を示 されてい

るとい っのに。

しか しなが ら，悲 しいことに，道 を示 されることは必ず

しもその道を歩むことではないということを私は知ってい

る'。実際に多くの聖徒が途中で信仰 を投げ出して しまって

いる。彼 らは程度の差はいろいろであるが，サ タンとその

使いの誘惑に負けて，偶像崇拝の生活に陥っている世の人

々の列に加 わっていたのである。

私 は 「偶像崇拝」 という言葉 を故意に用いた。古代の聖
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典を学べば，「あなたはわたしのほかに，なにものをも神 と

してはな らない」 という戒めが十戒の最初の戒めであるこ

との意味を深 く理解することができる。

知識がありなが ら故意に神の存在 とその祝福 を拒否する

人は少ない。 しか し，聖典が示す ように，信仰 を保つ こと

は身近にあるものに頼ることに比べてずっ と困難であるよ

うに見えるため，この世的な人々は神への信仰 を物質への

信頼に転 じてしまいがちである。そのため，いつの世 にあ

っても，サタンの力に屈 して信仰 を失った人々は，「肉の権

力」(教義 と聖約1：19)と 「見るこ とも，聞 くことも，物

を知ることもできない金，銀 青銅，鉄，木，石の神々」

(ダニエル5：23)， すなわち偶像に望みを置 くのである。

これは旧約聖書の中心 をなす考え方である。何であれ，人が

最 も信頼を置 くものはその人の神 となる。そして， もしそ

の神が生ける真のイスラエルの神でないな らば，それは偶

像崇拝につながるのである 。

聖典 を読む時に，ニーファイの語 ったように，それを「自

分たちに言った言葉」(1ニ ー ファイ19：24)と みなすなら

ば，古代の偶像崇拝 と現在の私 たちの行ないとの間に多 く

の類似点があることを知 るであろう。

主は私たちに過去の時代には見 られない繁栄 を与 えて下

さった。私たちは豊富な資源 を支配 し， この地上で生活 を

営んできた。 しか し恐ろしいことに1多 くの人々.は牛や羊，

土地や建物， また富に満たされす ぎて，偽 りの神であるそ

れ らのものを崇拝 し始め，それ らの もの に支配 されるよう

になって きた。私たちの信仰は もはやこれ以上の物資に耐

えきれずにいるのではないだろうか。人々は永遠の幸福 を

願って多くのお金，株，債券，有価証券，土地， クレジッ

トカー ド，家具， 自動車，その他 この世の安易な生活を保

証す るもので身 を固め るためほ とんどの時間 を費や してい

る。私たちの務 めは，与 えられた豊富な資源 を家族や定員

会で用いて神の王国を築 くこ とであるという事実 を見落 と

しているのである。すなわち，伝道，系図，神殿活動 を推

し進め，子供 を立派な主の僕に育て上げ，祝福をあらゆる

方法で他の人々に分け与えることが務めなのである。 しか

しなが ら私たちは， 自分の欲望 のままにその祝福 を誤用 し，

モロナイの言うように，「生命のない物 を自分の身に飾 りな

が ら，飢えている者，貧しい者，はだかでいる者，病んで

いる者， また悩んでいる者たちがあなたたちの前 を通 り過

ぎて行 くとき憐 まない」(モ ルモン8：39)の である。

主はこの末 日に次の ように言われた。「彼らは主の義を打

華;てんために主を求めず して，あらゆる者おのが心 のまま

に振舞いおのれ らの神の姿 を求むれ ども，その姿は人の世
かたち

の像にしてその本質は一個の偶像 なり。そは古びてついに

バ ビロンにて，すなわちついに亡ぶべ き大バ ビロンにて朽

ちん。」(教 義 と聖約1：16)

ある知人が教会のある責任に召されることになった。し

か し彼は事業が忙 しく：て主のみ業に携わる時間があまり取

れないので，その召 しを受けることができない と考 えた。

彼は主に奉仕す ることよりも富 を得ることを望んだのであ

る。現在彼は大金持ちになっている。

最近私はお もしろいことを知 った。ここに，時価百万 ド

ルの金塊 を所有する人がいるとする。 しか し実際に彼は地

球の薄い地殼に眠る金の埋蔵量の，270億 分 の1ほ どしか

所有 していないのである。これは人間の頭では想像も及ば

ないほ ど微量である。一方，この地球 を創造 し支配 してお

られる主は他にも数 多くの同 じような地球 を創造 された。

それも 「無数の世界」(モ ーセ1：33)を である。そ して神

権の誓詞 と誓約 とを受け入れた者は(教 義 と聖約84：33-

44)， 「わが父のもてるすべて」(38節)を 持つ という主の約

束を受けている。この偉大 な約束を無視 して，金や この世

の慰安 を追い求めるのは，膨大な比率の誤 りとしか言いよ

うがない。そんなささいな もので満足している人間を見る

のは悲 しいことであ り，み じめで情けな くさえ思 う。人間

はもっとはるかに貴い存在のはずである。

あ る若者が伝道 を勧め られた時，彼は伝道に向いてい

ない，そんな才能はないと答えた。彼が得意 としていたの

は，買ったばか りの強力な自動車 を最高の状態で走 らせ る

ことだった。彼はその馬力 とスピー ドに陶酔 しきっていた。

自動車 を走 らせている時の彼は現実 を離れ，別世界にいる

ような錯覚 を味わ うのであった。

父親 も初めから，「あの子は手を使 って何かをす るのが好

きなんですよ。それであの子が よければ十分です」 と言っ

て満 足していたのである。

しか し，神の子供 として彼は十分であろうか。この若者

は彼の自動車の馬力が海や太陽の力に比べ ると全 く取 るに

足らないことを理解 していなかった。太陽は数 多く，皆律

法 と神権によって支配されているのである。彼がもし主の ・

奉仕の業に携わっていたな らば，その神権の力を容易に伸

ばすことができたとい うのに。彼 もまた，鋼鉄 とゴムと光

沢のあるクロムでできたあわれな神で満足しているのであ

る。

老年になって世の仕事 を退職 し，合 わせて教会の仕事か

らも退職 した夫婦がいた。彼 らは小型 トラックとキャンパ 』
一 を買い，教会のすべ ての責任か ら身を引いて，余生を楽

しもうと旅行に出かけた。彼 らは神殿に入る時間 もなけれ

ば，系図の探求や伝道活動 をする時間 もなかった。彼は大

祭司定員会 との接触を断ち， 自分の家で個人の記録 を作る

時間さえ持たなかった。支部は，彼らの豊かな経験 と指導

力を非常に必要 としていた。けれ ども，「終 りまで耐 え忍

ぶ」ことができなかった彼 らは，その資格を失ってしまっ

たのである。

数年前に読んだ， ジャン グルへ猿を捕 えに行 った若者た

ちの話 を思い出す。彼 らは猿 を生け捕るためにいろいろな

方法を試みた。網 も使った。 しか し，網は猿のような小さ

な動物 を傷つけてしまうことを知った。そこでいろいろと

策 を練 り，ひ とつの名案に達 した。彼 らは沢山の小 さな箱

を作ってそれぞれの箱に猿の手が入る大きさの穴 をあけた。

そして箱を木の下に置 き，その中に猿の大好物の木の実 を

ひ とつずつ入れた。
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人が去ったのを知 ると，猿は木か ら下 りて来て箱を調べ

始めた。中に木の実があるの を知 って，猿はそれを取 ろう

と手を穴に突っ込んだ。 しか し何度引き抜 こうとしても，

木の実を握った猿の手は大きす ぎて抜き出すことはできな

かった。

そこで茂みに隠れて様子 をうかがっていた若者たちが出

てきて，猿の方に駆け寄った。 このあとが興味深い。猿 は

人間が近づいて くるのを見 ると，金切 り声 を上げ，逃げよ

うとして暴れ回った。 しかし握 った手 を開けば簡単に逃げ

られたにもかかわちず，猿は木の実 を放 そうとしなかった。

こうして猿は苦 もなく生け捕 りにされたのである。

これはしば しば人間に も見受けられる。彼らは， この世

的なもの，星の光栄の王国に しか導かないものを固 く握 っ

て， どんなにせ き立てられて も，緊急時が来て も日の光栄

の王国に至る道 を受け入れない。サタンはそういう人々を

容易に捕えて しまう。私たちが しつように時間 と資源 を自

分たちのこの世の王国を築 くことのみに費やすならば，私

たちの受け継 ぐ世界はまさにその通 りの世界となるであろ

う。

文明人と自負して も，過去の どの民 も持たなかった知的

洗練さを持 っていて も，私たちは往々にして偶像崇拝の民

と変わ りがない。そ してそれは主の最 も忌み嫌 われる状態

である。

人間はいつの世において も好戦的で，容易に心を乱され

て主の再臨に対す る準備 を怠ってしまう。敵が向か って く

ると，私たちは莫大な資源 を軍艦 戦闘機， ミサイル，防

衛施設等，守 りと救 いをそこに求めるのである。人々は威

嚇 されると，神の王国に属す る者であることを忘れて，戦

術 を研 き，軍人 を愛国者 と呼ぶ。そして救い主の教 えを見

失い，サタンの先導す るみせかけの愛国主義にまきこまれ

て行 くのである。
「敵 を愛 し，迫害す る者のために祈れ。」
「こうして

，天にいますあなたがたの父の子 となるため

である。」(マ タイ5：44-45)

もし私 たちが義 しい行ないをしているならば，主は必ず

敵の手から私たちを救い出 して下 さるとい うことを忘れて

はいないだろうか。実にこれはア メリカ大陸の住民に対す

る特別の約束である(IIニ ーファイ1：7参 照)。 また，主

が私たちのために戦 って下 さる(出 エジプ ト14：14： 教義

と聖約98：37)と ある通 りである。主は確かにそれ をなす

力 を持 っておられる。裏切 られた時，主はこのように言わ

れた。「それ とも，わたしが父に願 って，天の使たちを十二

軍団以上 も.今 つかわ していただ くことがで きないと，あ

なたは思 うのか。」(マ タイ26：53)い かに恐るべ き軍団か

想像できるであろう。 ヨシャパテ王 とその民 もまたそのよ

うな軍団によって勝利を得 た(歴 代下20章 参照)。 エ リシャ

が生命の危険にさらされた時，彼は召使 をこう言って力づ

けた。「恐れ ることはない。われわれ と共にいる者は彼らと

共にいる者よ りも多いのだか ら。」(列 王下6：16)そ して

主はその召使の目を開かれた。「彼が見ると，火の馬 と火の
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戦 車 が 山 に満 ち て エ リシ ャ の ま わ りに あ ろ た 。」(17節)

エ ノ ク も偉 大 な信 仰 を持 っ た 人 で ， 神 の 戒 め に忠 実 で あ

り， ひ る ま ず に 敵 と戦 っ た 。「エ ノ ク の信 仰 ，神 の 民 を率 い

るほ どに 大 い な りけ れ ば ， 民 の 敵 来 りて 彼 ら と戦 え り。 エ
いだ

ノク主の言を出しけ るに，彼の命に従いて地は震い山は逃
し し ワ

げ去 りぬ。 また河はその流れのぞとに出で，獅子のほえ声

荒野 より聞えた り。されば，すべての国民大いに怖れた り。
まこと

実に，エノクの言はさほどに力あ り山(モ ーセ7：13)塾

主が私 たち と共にいて下さるのに，一体何 を恐れること

があるだろうか。主のみ言葉 を受け入れ，主 を信 じる信仰

を行使することはできない ものだ ろうか。私たちの責任は

実に明瞭である。この世の ものを追い求めることな く，偶

像崇拝 をやめ，信仰 をもって前進することである。そ して，

福音をもって敵に向かい，彼 らを私たちの兄弟姉妹の中に

加 えることである。

現代の偶像崇拝 をやめ，「肉の権力」に頼 らないよ うにす

べ きである。主はこの時代 に世 のすべての者にこう断言 さ

れた。「すべてバビロンに留まる者一人 を助 くることなか ら

ん。」(教 義 と聖約64：24)

ペテ ロもペ ンテ コステの 日に同様の ことを語っている。

そして人々はそれ を聞いて，「強 く心を刺され，ペテロやほ

かの使徒たちに，『兄弟たちよ，わた したちは， どうしたら

よいのでしょうか』 と言った。」(使 徒2：37)

ペ テロが答えて言った。「悔い改めなさい。そして，あな

たがたひとりび とりが 罪のゆるしを得 るために，イエス ・

キ リス トの名によって，バプテスマを受けなさい。そ うす

れば，あなたがたは聖霊の賜物 を受けるであろう。」(38節)

間 もな く2000年 を迎えようとす る私たちに与 えられた戒

め も，パ ウロが語った言葉 と同 じである。この末 日に，主

御 自身，次のように言ってお られる。「この故に，主の声は

耳あ りて聞かん とす るすべての人々に聞かれんため地の果

にまで及ぶ。

されば汝 ら備 えをなせ， まさに来るべ き事のために備え

をなせ， そは主の来 るは近ければな り。」(教 義 と聖約1：

11-12)

私たち各個人 と各家庭の歩むべ き道は，主が告げてお ら

れるように信仰 を篤 くし，悔 い改め，この世における神の

王国，すなわち末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会で主のみ業

に携わることであると信 じている。最初は少 し困難iに見え

るかも知れない。 しか し真の奉仕 の意味 を理解 し，永遠に

かかわる事柄 を正 しい 目をもって見始め る時，世の もの を

離れた代償 としてあまりある祝福が注がれるようになるで

あろう。

ここにこそ唯一真の幸福がある。それゆえ私たちは，こ

のみ業に共に携わるよう全世 界の人々を招 き，迎え入れる

ものである。あらゆ る犠牲 を払 って主に仕 える決心 をして

いる人々にとって，この道は永遠の生命に至 る道である。

そして，これ以外にその 目標に到達する道はないのである。



新 しい戒め

あなた自身と祖先を救いなさい

十二使徒評議員会会員

フル ー ス ・R・ マ ッ]ン キ ー

教 会の中で長 い間・頚 として知 られてレ'たふたつの啓
示が，1976年4月 の総大会で標準聖典に加えられ るこ

とになった。そ して主を愛 し，主の聖 なる言葉 を大切に し，

至高者の導 きを求める人々は大 きな喜びに包まれた。

1976年3月25日 に神聖 な神殿で開かれた厳粛な会合 にお

.いて，主のみたまの臨在 を受けつつ，大管長会 と十二使徒

会は，全会一致で次のふたつの示現 を高価 なる真珠に加え

ることを決定 した。

そのひとつは，1836年1月21日 にカー トラン ド神殿で予

言者ジョセブ ・ス ミスに与 えられた， 日の光栄の王国に関

す る示現である。内容は福音を知 らないまま死んだ人々の

救い と，幼 い子供 の救 いに関す るものである。

もうひとつは，1918年10月3日 ，ユ タ州 ソル トレー ク ・

シティーでジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長に与 えられた示現

で，主 イエス ・キ リス トが霊界を訪れたもうた時の様子 を

示 した示現で，死者の贈いの教義 を明 らかにす るものであ

る。

審議 し，熟慮 したところに基づ き，同時に 目前に示され

た提議の重要性 とそれが及ぼす影響 を十分にわきまえて，

15人の人々が腕 を直角に曲げて挙手 をした。教会員が予言

者，聖見者，啓示 を受ける者 として支持す る指導者たちが，

それぞれ 目前に提出された重大な発議に賛意を表明 したの

であった。

使徒 と予言者のいる真実の教会では，現在の聖典がすべ

てではないこと， また将来 もそのようなことはないという

ことは広 く知 られてお り，非常 によく理解 されているとこ
画ろである

。

神は語 り，民は聞 く。神の言葉 と業に終 りはないし，い

・ずれも決 して尽 きることはない。r(モーセ1：4，38参 照)

神は人を偏 り見 ることのない御方であ り，神 を愛 し，神

に仕える人をひ とり残らず祝福 して下 さる。従って，みた

まの賜 を受けるために守 らなければならない律法に従 う人

人に，主は啓示 を下 し，栄 えある示現 を与 えて下 さるので

ある。この示現 を受けるのは予言者や使徒に限 られてはい

ない。神の賜が注がれることについては，すべての人が神

のみ前に平等である。聖霊に動かされて語 るなら， どの長

老が何 を語ろ うと，それは聖典 である。それは主の意であ

り，主の精神であり，主の言葉 であ り，主の声である。(教

義 と聖約68：1-4参 照)

最初の神権時代か ら，主の民は，教会 を導 く責任に任命

された人が霊感されて語 ると， その言葉 を集め，選んで，

正式の聖典 として発表す るのが慣例であった。霊感 された

言葉や著述は皆真実であって，聖徒 と自称す るすべての人

人がこれを受け入れ，信 じている。 しか し啓示，示現，予

言，談話の中でも，選ばれ出版 されて公的な場で用いられ

るようになったものは，民 を特別 な意味で拘束する力を持

つ。すなわち，教会の標準聖典 の一部 とな り，教義や教会

運営の手続 きを定める標準 とな り，物差 しとなるのである。

標準聖典に加 えられたことによって， 日の光栄の王国に

関する予言者の示現 と，死者の贈いに関す るジョセブ・F・

ス ミス大管長の示現は，新 しい意味 を持つ ようにな り，重

要性 も増 し加えられた。これ らはいずれ もふたつの示現が

加えられる前の標準聖典 には見いだされない福音の真理を

含んでいる。今や これまで以上に引用 され，知 られるよう

にな り，今後関係のある主題 について述べる時には，標準

聖典の他の部分 と並 んで相互参照の対象 となるであろう。

同様に聖典 として追加 され，公式の承認の印を押される

啓示がほかにもあることは明白である。

死者の救いに関す るこのふたつの啓示は取 り立てて新 し

いものではない。いずれの示現 も内容は知られていたし，聖

典に加えられ る用意はできてお り，そこに盛られた原則は

広 く教えられていた。 しか し今や聖徒の公式の聖典に加え

られたことによって，ふたつの啓示は新 しい戒め となった

のである。言い換えれば，死者の救いという，心 を大きく

開 く教義が要求す るすべ てのことを述べかつ行 なうように

との新 しい神の宣言 となったのである。

心 を満たさずにはおか ないこの教義が啓示によってどの

ように示されてきたか を，初めか ら順 を追って見ると次の
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とお りで あ る 。

1.死 者 の 救 い は 聖 書 に 記 され た 教 義 で あ る 。 末 日の 啓

示 を受 け て い る私 た ち に と っ て ， こ れ は 完 全 に 明 らか で あ

る。私 た ち は今 日，「死 ん だ 人 た ちが ，神 の子 の 声 を聞 く時

が 来 る。 今 す ぐに きて い る 。 そ し て 聞 く人 は 生 き るで あ ろ

う」(ヨ ハ ネ5：25)と 言 わ れ た イエ ス の 言 葉 の 意 味 を理 解

して い る。 また 十 字 架 上 の 盗 賊 に 「あ な た は き ょ う， わ た

し と一 緒 に パ ラ ダ イ ス に い るで あ ろ う」(ル カ23：24)と 言

わ れ た 言 葉 の 本 当 の 意 味 も知 っ て い る。 遺 体 が ア リマ タ ヤ

の墓 に 横 た え られ て い る 間 主 が 霊 界 で 伝 道 され た こ と につ

い て ペ テ ロ は告 げ て い る(1ペ テ ロ3：18-20，4：6)が ，

私 た ち は今 こ の ペ テ ロ の 言 葉 を理 解 して い る。 死 者 の バ プ

テ スマ につ い て 語 っ て い るパ ウ ロ の 言 葉 も，意 味 が 通 る(1

コ リン ト15：29)。 囚 人 を獄 屋 か ら出す とい う イザ ヤ の 言 葉

もゼ カ リヤ の 言 葉 も(イ ザ ヤ42：7，49：9，61：1， ゼ

カ リヤ9：11)， 「シ オ ン の 山 に 」 上 る救 い 手 た ち に つ い て

予 言 した オ バ デ ヤ の 言 葉 も(オ バ デ ヤ21)， 皆 同様 に 意 味 が

通 る。 主 の 大 い な る恐 るべ き 日が くる前 に エ ラ イ ジ ャ が 来

て ， 「父 の 心 を そ の 子 供 た ち に 向 け させ ， 子供 た ちの心 を そ

の 父 に 向 け させ 」， 主 が 来 て 「の ろ い を も って 地 を撃 つ 」こ

との な い よ うに す る(欽 定 訳 マ ラ キ4：5-6)と い うマ ラ

キ の謎 の よ うな約 束 も， 意 味 が 通 る よ うに な っ て くる 。 こ

れ は死 者 の 救 い の 教 義 が 末 日の 啓 示 の 中 に わ か りや す く説

か れ て い るか らで あ る 。

しか し こ の神 権 時 代 の 初 め に ， ジ ョセ ブ ・ス ミス が こ れ

らの聖 句 をす で に解 明 して い た と考 え る の は 誤 ま っ て い る 。

彼 は今 日の 他 の 宗 派 の 人 々 と同 様 ， 当 時 は まだ こ の こ と を

理 解 して い な か っ た 。

2.末 日に 死 者 の 救 い の 教 義 を最 初 に 明 らか に した の は

モ ロナ イ で あ る 。 モ ル モ ン の 息 子 は1823年9月 の あ の 記 念

す べ き夜 に 現 代 の最 初 の 末 日聖 徒 を訪 れ た 時 ， 末 日に エ ラ

イ ジ ャが 来 る とい う約 束 を完 全 な 言 葉 に して 改 め て 与 え た 。

主 の再 臨 に先 立 っ て エ ラ イ ジ ャ が 送 られ る とい うマ ラ キ

の 約 束 は ，次 の よ うに 言 い 変 え られ た。「見 よ，主 の 大 いな る
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おそるべ き日の来 る前に，予言者エ ライジャの手によりて，

われ神権 を汝に顕 さん。」エライジャが父の心 を子に，子の

心 を父に向かわせ，地がのろいをもって撃たれることのな

いようにす るであろう， という聖典の約束は，次のよう'に

改められた。「彼は先祖になされ し約束 を子 らの心に植え，

子 らの心にその先祖 を思わ しめん。 もし然 らずば，主の来.
すた

る 時 ， 全 地 は こ と ご と く荒 れ 廃 れ ん 。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス

2：38-39)争

こ の 改 め られ た聖 典 の 言 葉 は ， や が て ジ ョセ ブ ・ス ミス

に と って 大 き な意 味 を持 つ よ うに な る。 しか し ま だ そ れ ほ

ど霊 的 な面 で 教 育 され て い な か っ た そ の 当 時 ， 完 全 な 意 味

が 彼 の 心 に響 き渡 っ た とは 考 え られ な い。

3.モ ル モ ン経 は 死 者 の 救 い に つ い て 非 常 に 明 確 な 鋭 い

見 解 を示 して い る 。 神 の 賜 と力 に よ って 翻 訳 され た この 聖

典 に は ， 完 き永 遠 の 福 音 が 記 され て い る。 す な わ ち ， 完 き

福 音 を知 っ て い た 人 々 を神 が どの よ う に導 き祝 福 され たか

を 記 録 した 書 物 で あ る 。 同 時 に 人 が 永 遠 の世 界 で 完 全 な救

い を得 る た め に は何 を しな け れ ば な ら な い か を記 録 して い

る 。

この こ とか ら ジ ョセ ブ ・ス ミス は ， 生 きて い る 間 に 真 理

を わ か りや す く， 純 粋 な 形 で知 ら され た 人 々 に は， 死 者 の

救 い な ど と い う もの は あ り得 な い こ と を知 っ た 。私 た ち も

皆 モ ル モ ン経 を読 ん で 同 じこ と を知 る こ とが で きる 。(ア ル

マ34：32-33，35-36，IIIニ ー フ ァ イ12：20参 照)
ひとや ち

4.モ ー セ の 書 は 囚 人 が 獄 か ら解 放 さ れ る こ とに 触 れ て

い る。 ジ ョセ ブ ・ス ミズ は， 欽 定 訳 聖 書 を改 訂 して い る過
ひとや

程 で ，1830年12月 に 啓 示 に よ っ て， 洪 水 で 滅 ん だ 人 々 が 獄

に 閉 じ込 め ら れ ， キ リズ トが 全 人類 の 罪 の た め に苦 しみ ，
ひとや

霊 の 獄 に い る兄 弟 た ち の た め に と りな し をす る 時 ま で， さ 隔

らに 御 父 の も とに 戻 る まで そ こに とどま らなけれ ばな らな い

こ とを知 っ た 。 モ ー セ の 書 に は ， 「そ の 日に 至 る まで彼 らは

苦 悩 の 中 に あ るべ し」(モ ー セ7：38-39)と 記 さ れ て い る。

5.ノ ア の 時代 の 囚 人 は， 解 き放 た れ て も， 日の 光 栄 の

報 い を受 け る とい うわ け で は な い ， 記 録 され た示 現 の 中 で ，

1832年2月16日 に 与 え ら れ た もの は 恐 ら く最 も大 い な る も

の で あ ろ う。 予 言 者 は こ の 示 現 で ， ノ ア か ら福 音 を聞 か さ
ひとや

れたが これを拒んで当時洪水で滅んだ人々は，仮に霊の獄

で悔い改めて，福音 を受け入れた としても， 日の光栄の安

息には入 らないことを知 った。彼 らは現世で真理 を知 らさ

れたに もかかわらずこれを受け入れなかったので，永遠に

月の光栄の受け継 ぎしか得 られないのである。(教義 と聖約

76：71，73，74参 照)

6.ア ブラハムの書 と教義 と聖約は，先祖に宣言 された

約束を明らかにした。先祖 に宣言された約束は，聖書の中

で も触れているが，教義 と聖約 とアブラハムの書に極めて

わか りやす く，明瞭に記されている。後者の翻訳 をジョセ

ブ ・ス ミスが始め たのは，1835年7月 であった。

ここでい う先祖 とは，アブラハム，イサ ク，ヤコブのこ

とである。3人 はそれぞれ，自分 自身 と子孫のために約束

を受けた。それは 日の光栄の結婚 を通 して，彼 らも彼 らに



続 く子 孫 も， 海 岸 の 砂 の よ うに ， あ る い は 天 の 星 の よ うに

無 数 の 子 孫 を得 る で あ ろ う とい う もの で あ っ た 。 ま た さ ら

に 彼 ら と子 孫 を通 し て， す べ て の 世 代 の 人 々 が 祝 福 され る

で あ ろ う とい う約 束 も受 け た 。(創 世12：2-3;13：16;

15：5-6;17：1-8;22：17-18;26：3-5，24;28：3-4，

13-14;35：11参 照)

ア ブ ラハ ム の 書 に 見 られ る よ うに ， エ ホバ が ア ブ ラハ ム

に 与 え た も うた 約 束 に ， 「わ れ は … … この権 能 」 す な わ ち メ

ル ケゼ デ ク神 権 を受 け る権 利 が 永 遠 に 「継 続 」 す る 「とい

う約 束 を汝 に与 」 え る とい う言 葉 が あ る。 こ の 偉 大 な族 長

は さ らに 次 の よ う な約 束 を受 け た 。 「汝 に よ りて 継 続 し， ま

た 汝 の す え(す な わ ち文 字 通 りの す え， 汝 の 体 よ り出 で た

る す え)に よ りて世 界 の 春 族 こ とご と く祝 福 を得 ん ， す な

わ ち福 音 の祝 福 に し て救 い の祝 福 ， す な わ ち永 遠 の 生 命 の

祝 福 を得 ん 。」(ア ブ ラハ ム2：11)

ア ブ ラハ ム ， イサ ク， ヤ コ ブ ， な らび に 彼 ら の 子 孫 は，

神 権 と福 音 ，.それ に 完 き救 い， 言 い 換 え れ ば 永 遠 の 生 命 を

受 け る権 利 を生 ま れ な が らに して 持 って い るの であ る 。(こ

れ は 神 か ら与 え られ た 約 束 で あ る。)こ の権 利 を受 け るの は，

「文 字 通 りの す え
， 体 よ り出 で た るす え」 に 及 び， 福 音 が

地 上 に あ る時 に 生 きて い た 者 も， そ うで な い 者 も全 員 含 ま

れ る。 こ こ で語 られ て い る 永 遠 の 生 命 は ， 日の 光 栄 の 結 婚

が種 に な っ て生 じ る もの で あ る。 こ の こ とは私 た ち の 間 で

は 公 理 の よ う な もの で あ る 。

7.日 の光 栄 の 王 国 に 関 す る ジ ョヤ フ ・ス ミス の示 現 。

こ れ は 死 者 の 救 い に 関 して 具 体 的 に 示 さ れ た最 初 の示 現 で

あ る 。 時 は1836年1月21日 ， 場 所 は カー トラ ン ド神 殿 の 階

上 の 一 室 で あ っ た 。 そ の場 に居 合 わせ た の は ， 予 言 者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス ， 父 ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シ ニ ア ， オ リバ ー ・

カ ウ ド リ(第 二 の長 老 で 予 言 者 ど共 に 王 国 の 鍵 を保 有 して

い た)， そ れ に 大 管 長 会 の 副 管 長 を務 め て いた シ ドニ ー ・リ

グ ドン とフ レデ リ ッ ク ・G・ ウ イ リア ム ス で あ る。 彼 らは

エ ン ダ ウ メ ン トの 一 部 の儀 式 を行 な っ て い た 。 完 全 な エ ン

ダ ウ メ ン トの儀 式 は ， 神 殿 が 完 成 す る ま で待 た な け れ ば な

ら なか っ た 。

教 義 の 基 が 置 か れ ， 主 の み た まが 力 強 く一 同 に 注 が れ た

こ の状 況 の 下 で ， とば りは裂 け ， 「私 は 神 の 日の 光 栄 の 王 国

とそ の栄 光 を見 た」 と予 言 者 は 語 っ て い る 。 彼 は そ の 美 し

さ と， 「輝 く神 の 御 座 」 を 目 に し， 「そ こ に御 父 と御 子 が 座

し て お られ る の を見 た 。」 彼 は その聖 な る王 国 に ア ダム とア

ブ ラハ ム ， さ らに 自分 の 父 と母 を も見 た 。 こ れ は この 示 現

が 未 来 に 属 す る も の で あ る こ と を示 して い る 。 なぜ な ら 彼
画
の父も母 もまだ現世に生 きてお り，父は現に同 じ部屋にい

たか らである。
・ 「私は兄がなぜ その王国で受け継 ぎを得ているのか不思

議に思った。兄がこの世 を去 ったとき，主はいまだ， イス

ラエルの第二の集合に着手 しておられず，また兄 自身罪の

赦しを受けるためのバプテスマ を受けていなかったからで

ある。」先祖に宣言された約束，アブラハムの子孫がひとり

残らず特別な祝福 を受ける権利を持 っているこ と，ならび

ピ

に霊界で福音が説かれ るということについて聖典に記 され ，

ている言葉 を読んで も，予言者が，死者の救い という心 を

開かずにはおかない概念をまだ心に描 き切れないでいたこ

とは上の言葉か ら明 らかである。 」

こういった背景の もとに答えが与えられ，福音は光 を放

ち生者 と死者の両方を包んだのであつた。「このため，主の

声が私 に臨んで言った。『この福音の知識なくして世を去 り，

もし世に とどまることを許 されていれば福音 を受け入れた

であろうすべての人々は，神 の 日の光栄の王国を受け継 ぐ

者 となるであろう。さらに，これより後 も，福音の知識な

くして世 を去 り，かつ世に とどまっておれば心から福音 を

受け入れたであろう人々はすべて，この王国 を受け継 ぐ者

となるであろう。主なる私は，すべての人々をその行ないと

心の望みに応 じて裁 くか らである。』」(「末 日聖徒 イエス ・

キ・リス ト教会歴史」2：380)

教会員は皆 この言葉 を深 く考え，記憶すべ きである。機

会が与えられていれば，現世 で 「真心か ら」福音を受け入

れていたに違いない人は皆霊界で福音 を受け入れ，神の 日

の光栄の王国 を受け継 ぐであろう， という主の約束が上の

言葉の中に含 まれている。

予言者はこれに続いて，「自己の責任を知 り得る年齢に達

す る前に世 を去 った子供 たちがすべて，天の 日の光栄の王

国において救われているの を見た」 という慰めの言葉を残

している。(「教会歴史」2：381。2：382-89参 照)

8.死 者の救いの教義 を実施 できるようにするためエラ

イヤス とエライジャが訪れた。予言者が 日の光栄の王国に

関す る示現 を見てから2ヵ 月半 もたたない内に，主はまず

エライヤス，次にエライジャを送って，死者の救いに関す

る律法が完全に実施で きるようにされた。時は1836年4月

3日 であり，所はカー トラン ド神殿であった。そして，権

能 と祝福 を受けたのは，ジ ョセブ ・ス ミスとオ リバー ・カ

ウ ドリであった。
「エ ライヤス現われ，アブラハムの福音の神権の時代 を

わた

委 して言えるよう，われ らとわれらの子孫によりてすべて

われ らの後の代の人々祝福 を受 くべ し， と。」(教 義 と聖約

110：12)

この ようにエライヤスは，アブラハムに与えられた大 き

な任務 を回復 した。この任務は啓示の中で 「アブラハムの

福音」 と呼ばれてお り，その意味はアブラハムとその子孫

によってすべての世代が祝福 されるということである。ま

たアブラハムの子孫は皆永遠に家族 を存続させ，永遠に子

孫 をもうけるとい う祝福 を受ける権利を有するのである。

永遠に子孫 をもうけることは，永遠の生命の一部である。

以上見てきたように， これが先祖になされた約束である。

エライヤスの後にエ ライジャが訪れた。約束が明らかに

されたので，今や この約束はアブラハムの子孫の心に植 之

られなければならなかった。そこで記録には次のように記

されている。「この示現閉 じらるるや，また別の雄大にして

栄光ある示現突如開かれた り。すなわち，死 を味わうこと

な く天に上げられし予言者エライジャわれ らの前に立ちて
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いわ

曰 く， 見 よ， こ こ に 於 て正 に そ の 時 は 全 く至 れ る な り。 そ
かつ

は嘗てマラキの口によりて言われ しことにして，すなわち

主の大いなるおそるべ き日の来らん前に，彼(エ ライジャ)

遣わさるべ し。すなわちエライジャは来 りて先祖の心に子

らを思わせ，子 らの心に先祖 を思わせん，然 らずば，全地
のろ

は咀いをもて打たるべ し， と言われしことを証する時な り。

この故に， この末 日の神権の時代の鍵 を汝の手に委す。こ

れによりて汝らは，主の大いなるおそるべ き日のすでに近

づ きて正に門口にあるを知るを得ん。」(教 義 と聖約110：

13-16)

このように してエライジャはこの地上に結び固めの力 を

回復 した。この力によって先祖 になされた約束は，人々の

生活の中で実際に成就 され ることになった。ジョセブ ・ス

ミスが 「エライヤス，エライジャ，メシヤ」について述べ

た偉大な説教に明らかなように，エライジャは私たちがま

ず生者のために，次に死者のために福音のすべての儀式を

行なえるようにするために訪 れたのである。(7セα0雇㎎S(ゾ

伽P70ρ1癖 ノ∂s6魏S協'乃 「予言者 ジョセブ ・ス ミスの教

え」pp.335-41)

私たちは神殿で結婚 して，エライヤスが約束 したように，

アブラハム，イサ ク，ヤ コブの祝福 を受けている。これは

エライジャが回復 した結び固めの力のお陰である。ひとた

び私たちが 自分 と子孫のためにこの祝福 を受けると，私た

ちは今度は祖先にも同 じ祝福が与えられるように努める。

この祖先 とい うのは，福音 を知 らないまま死んだが，この

祝福の与えられる時代に住んでいれば福音を真心か ら受け

入れていたに違いない人々である。神は，あなた自身 と祖

先 を救いなさい， と命 じておられる。

9.ジ ョセブ ・ス ミス とその後継者は，死者の救 いに関

して聖徒たちを導いてきた。予言者の時代か ら今 日に至 る

まで，新 しく生 じる問題 を，規則に規則を加 え，戒めに戒

めを加えてひとつずつ霊感によって解 きながら，代々の大管

長は死者の救い という大事業につ いて主の民を導いてきた。

ジョセブ ・ス ミスは数 多 く説教 を残 しているし，書簡 も2

通残 している。後者は教義 と聖約127章 と128章 に収められ
'て

いる。子供 を結び固め る方法や対象につ いて，ウィルフ

ォー ド・一ウッドラフ大管長や他の人々が決定 を下 している。

また必要 な探求 を助けるために，立派な系図の施設が備え

られている。家族組織は各所に設けられており，この業は

前進 している。

10.ジ ョセブ ・F・ ス ミスが死者の腰 いについて見た示

現は，死者の救いに関する私 たちの理解 を深めている。 こ

の近代の示現は特に次の事柄 を明らかに している。

第1： これは，死者の救いに関す る当教会の確立された

教義を完全にわか りやす く確認 した示現である。

第2： ス ミス大管長は 「死者が群れをな している」の を

見た。彼らは皆地上の4千 年間の混乱 した期間に死んだ者

たちである。その中には 「おびただしい数の義人の霊」が

いた。「彼 らは死すべ き世 にあった間イエスの証に忠実であ

った者た.ち」 である。 この時に主が偉大な貝費いの計画を再
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び宣言されたのはこれらの霊 たちに対 してであった。

第3： 邪悪 な者や罪深い者の中には，主は直接行 って声

をあげることをされなかった。「見よ，主は義人の中か ら軍

勢 を組織 し，使者を任命 して権威 と権能 とを与え，闇の中

にいる者たち， さらにはすべての人の霊のもとに福音の光

を携えて行 くように命 じられた。このようにして死者に福 ・

音が宣べ伝 えられた。」

第4： 地獄 と呼ばれている部分だけでな く，霊界全体が 争
ひとや

霊の獄 とみなされていることが明確 に示 されている。イエ

スが彼 らの ところに来 られた時， イエスは 「忠実であった

捕 われ人に自由 を」宣言された。 というの は，彼 らは 「肉

と霊 とが長い間分離 している状態を捕われ」と考えていた

か らである。

第5： 「私は， この神権時代の忠実 な長老たちが，死者

の霊が住む広大な世 界において闇に包まれ罪のかせ につな

がれている者たちの間で悔 い改めの福音 と神の生みたまい

し独 り子の犠牲 を通 じて もたらされた瞭いの福音を， この

世 を去った後 も引 き続 き宣べ伝 えているのを見た。」

それゆえ，地上の神 の王国の忠実 な会員は，現世にある

間に死んだ祖先 を探求 して，彼 らのために救い と昇栄の儀

式 を， この 目的のために建 てられた神聖な建物の中で執行

す る。そしてこの世 を去 ると，これ らの忠実な者たちは，

自分の祖先 を捜 し出 して，永遠の福音の救いの真理 を教え

る。このようにして福音 は，絶えず死者の間で説かれていく。

11.死 者の救いやその他あ らゆる事柄について今後 もさ

らに啓示が与えられるげいずれの事柄について もまだ最後

の言葉は発せ られていない。生ける水の流れは，今後 もあ

ら'ゆる真理の源である永遠の泉か ら流れ出 るであろう。救

いの教義については私たちが今知 っている事柄 よりもまだ

知 らない事柄の方が多いのである。

私たちがひとつの民 として，すでに受けている数々の真

理 をすべて信 じ，それに沿った生活をす るなら，私たちは
こころ

さらに主の意 と精神 と声 を聞 くであろう。何 をいつ受ける

かは私たち次第である。主は私 たちにた くさんのことを告

げたいと願ってお られ るが，私たちはこれまでの ところ天

から知識を引きおろせ るほどには，一致 していないし，霊

的な水準にも達 していないのである。

死者の救いに関するこれ らふたつの啓示 を含めて，これ

まで数々の啓示 を私 たちに示 して下さった神 を私たちは賛

美す る。そして私 たちの信仰 と献身が十分深いもの とな?，

十分信 じ，従 うことによって，主か らさらに永遠の言葉 を

いただけるように願っている。私たちが よく知れば知 るほ

ど多くの聖典 を与えられ，標準聖典の中に加 えられるもの

が 多くな り，天父の王国において永遠の生命 を得 る可能性

も高 くなるのである。律法を守ろうに も，明 らかにされな

ければ決 して守 るこ とはできない。知 りす ぎるということ

が あるだろうか。啓示 を受 けすぎるということがあるだろ

うか。 また聖典 に加 えす ぎるということがあるだろうか。

今 も語 り，声を発 し尽 きることな く語 りかける神 を礼拝

できる ということは，何 と素晴 らしいことだろっか。



予言者の隣人
ゲ リ ー ・ア バ ン ト

ス ペ ンサ ー ●W● キ ン ボ ー ル 大 管 長 は ・350万 の 教 会 員
か ら，予言者，聖見者，啓示 を受ける者 として尊敬 さ

れている。

ソル トレー ク・シティーワー ド部の教会員にどって，彼は

予言者，聖見者，啓示 を受ける者である と同時に，特別な

人で もある。キンボrル 大管長は彼らの隣人なのである。
「私たちは総大会を管理 されるキンボール大管長 とワー

ド部 と地域社会のつつ ましい一員であるキンボール大管長

の両方を見 ることがで きるんですよ」 と，ワー ド部の監督

は語った。
「2年 前

， ク、リスマスプログラムで話 をしていただけま
せんか とお願いしたことがあります。スケジュールを調べ

てみます と言われて， その 日のうちに電話があり， ちょう

ど町にいるはずなので幸い話ができるとのことでした。監

督から与えられ る責任は何で も喜んで果たしたいという，

ワー ド部のほかの人々と全 く同 じようにご自分 を考 えてい

らっしゃるんです よ。」

監督は，予言者のいる場でワー ド部の指導者に召 された

時の気持ちをこう語 っている。
「私が召 しを受けた時

，ステーキ部長の話では，このこ

とをキンボール六管長にはかった ら私 をご自分のワー ド部

画の監督 として承認 されたということで した。・
私は恐れの気持ちをもって召しを受け ました。けれ ども，

大管長に対 してではあ りませ ん。，大管長は非常に親切で温
'和な方です

。彼 と同じワー ド部にいられるのは特権 です。

大管長がお られることでワー ド全体が祝福 を受けていま

す。'私の長男が間 もな く執事に聖任されるとい う時，予言

者に聖餐 をパスできる大きな特権について話 し合った もの

です。

断食証会は特に素晴 らしい会です。教会中で，スペンサ

一 ・W・ キンボールは主の予言者です と教会員が証 してい

るのですが， キンボール大管長の前 で彼の顔を見なが らそ

の証ができるのは本当に素晴 らしいことです。」

監督は，キンボール姉妹がワー ド部 にいることが霊性 を

豊かにしているとも語っている。「彼女 は特 に扶助協会の

姉妹 たちに とって励みになっています。 もう何年 も霊的生

活のレッスンを教えてお られて，大勢の人が感化 を受けて

聖典に親 しんでいます。

彼女は実に満点の人です。家にいれば必ず集会に出席し

ます し，家庭訪問教師 として訪問の割当てを受けた姉妹た

ちに対 して，心か ら愛 と関心 を寄せ ています。」

監督や ワー ド部の会貝たちは， キンボール大管長が 自分

で しないことは決 して教会貝に しなさいとは言わない人で

あると， 口をそろえて言 う。
「教会員に地域の政治討論会には活発に出るようにとい

う書簡 を送れば，夫妻そろって地域の討論会に出て，'2列

目の席にすわってお られ るし，1974年 のエネルギー危機の

際にはできるだけ車 を使わず歩 いて集会に出席するように

と教会指導者に通達す ると，ご一緒に徒歩で教会にいらっ

しゃるのです。

菜園や食糧貯蔵の大切 さを教会員に説けば，ちゃんとご

自分の庭には菜園 も果樹 もあ ります。

ワー ド部で食料品の在庫調査 をした時には，調査に参加

して下 さいました。」

監督はキンボール大管長の 「実行!」 というモッ トーを

紹介 して くれた。
「大管長は何でもす ぐに実行 されます

。ワー ド部予算の

手紙を送ると真 っ先に返事が来たのはキンボール大管長で

した。

感心す るのは，大管長は30億 の人々』の予言者で，350万人
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か ら予 言 者 と し て敬 わ れ て い る 人 で あ るの に， い つ で も病

人 を見 舞 う時 間 が あ る こ とで す 。 私 が 病 人 の 見 舞 い に行 く

と， す で に キ ン ボ ー ル 大 管 長 が 見 舞 っ て お られ るの です 。

病 状 が わ か ら な い 時 は ， 見 舞 っ て もよ い か ど うか 私 に尋 ね

られ る ん で す よ 。」

キ ン ボ ー ル 大 管 長 は， 在 宅 時 に は， 自分 の ワ ー ド部 の 聖

餐 会 に 出 席 す る 。 彼 は こ こで も， 話 し手 が 聖 句 を読 ん だ り

引 用 した りす る と， 自分 の 聖 典 をめ く って は模 範 とな って

い る。 一 心 に 話 を聞 くの で あ る。

毎 月 の訪 問 を受 け 持 つ ホ ー ム テ ィー チ ャー は ， ワ ー ド部

の ほ か の 人 た ち と同 じ よ うに 扱 っ て ほ し い し， 参 加 も し た

い とい う夫 妻 の 気 持 ち を語 っ て い る 。

「ユ タ伝 道 部 が 組 織 され た 時
， す べ て の 会 員 は 宣 教 師 で

あ る とい う メ ッセ ー ジ を再 度 強 調 す る こ とに な りま した 。

そ の ため ，福 音 を友 人 に 分 か ち合 う よ う に勧 め る フ ィル ム

ス トリップ を， ホー ム テ ィー チ ャ ー が 各 家 庭 で 見 せ る こ と に

な っ て い ま し た 。 そ こ で 私 た ち は 大 管 長 に そ れ を見 た い で

す か と うか が っ た と こ ろ ， は い とい うお 返 事 で した 。 大 管

長 ご 自身 が そ の フ ィル ム ス ト リッ プ に 出 て い るの に ， そ れ

を見 せ て も ら い た い とお っ し ゃ る の で す 。」

ホー ム テ ィー チ ン グ の 割 当 て が 最 近 変 わ っ て ，18歳 の 祭

司 が キ ン ボ ー ル夫 妻 の 家 庭 を担 当 した 。

彼 は この よ うに 言 う。 「何 回 も訪 問 し ま し た。 と っ て も

歓 迎 して 下 さ っ て ， くつ ろ げ る ん で す よ 。 帰 る前 に いつ も

何 か 話 して 下 さ り， 教 会 で も ホー ム テ ィー チ ン グの 時 の こ

とを よ く話 題 に され ま す 。 ぼ くが 聖 餐 の祝 福 の 座 に つ こ う

とす る と， 途 中 で 手 を さ っ と伸 ば して ぼ くの 手 を握 っ て下

さ る ん で す 。」

シ ニ ア ホー ム テ ィー チ ャー は キ ン ボー ル 家 を担 当 し て5，

6年 に な る 。「初 め て 受 け 持 っ た 頃 は ，大 管 長 は まだ 使 徒 で

し た 。初 め て訪 問 した 晩 に 自分 た ち に期 待 さ れ て い る こ と

が 何 か よ くわ か り ま し た 。『聖 典 の 話 を し ま し ょ うか 』 とお

っ し ゃ っ た ん で す 。 そ れ 以 来 ず っ と， キ ン ボ ー ル 家 で は 訪

問 の た び に聖 典 を読 ん で 話 し合 っ て 賊 ます 。」

以 前 の ホ ー ム テ ィ▽ チ ャー に訪 問 の 終 りに 予 言 者 の 家 で

ひ ざ まず い て祈 る こ とは 素 晴 ら し い祝 福 だ っ た と語 っ て い

る。

「大 管 長 は 私 た ちか
， キ ン ボ ー ル姉 妹 か に祈 り を頼 ま れ

ます が ， 時 々 は ， ご 自分 で お 祈 りを し ま した 。 大 管 長 は い 鴨

つ で も教 会 員 み ん な の た め に祈 っ て い ます 。 そ の こ とが と

て も印 象 的 で す 。」

キ ン ボー ル 大 管 長 の 家 の 通 り を隔 て た 向 か い側 に 住 ん で

い る副 監 督 は ， 朝 早 くか ら夜 遅 く まで 大 管 長 の 書 斎 は 明 か

る い と話 して い る 。 「キ ンボー ル 大 管 長 よ り早 起 き しよ う と

思 っ た ら， 本 当 に 早 く起 き な け れ ば だ め で す よ」 と， 彼 は

言 う。

「あ る 夕 方
， 家 内 が キ ン ボ ー ル 姉 妹 が 準 備 して い ら っ し

や る レ ッス ンの こ とで 聞 き た い こ とが あ っ て ， い つ 時 間 が

あ い て い るか 聞 くた め に ふ た りで ち ょ っ とお 寄 りし た こ と

が あ りま す 。す る とキ ン ボ ー ル 大 管 長 が 『ドア をあ け て ，『ど

うぞ ， ご一 緒 に 食事 し ませ ん か 』 とお っ し ゃ る ん で す 。

お ふ た りで ミル ク とパ ン を食 べ て お い で で ， 私 が 育 っ た

田舎 で は そ れ が 昔 なが らの 夕 食 な もの で す か ら， と っ て も

お い し そ う で した 。 ご一 緒 し た い の は 山 々 で し たが ， う ち

の 食 事 の支 度 も しな くては な らな い ので 失 礼 しま した 。」

ま た， あ る ホ ー ム テ ィー チ ャー は こ う語 る。 「キ ン ボ ー ル

大 管 長 の よ うに謙 遜 で 誠 実 な 人 は い ませ ん よ 。 ホー ム テ ィ

ー チ ン グに 行 くと
， ほ か の こ とは さ て お い て， い つ も訪 問

を感 謝 して 下 さ る ん で す 。 ホ ー ム テ ィー チ ャー を真 っ 先 に

考 え て下 さ る ん で す 。」
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約4カ 月間のあわただい'準 備 を織 た私たちは・ いよ
いよアラビアへ行 くばか りとなった。中東の友人たち

に間 もな く出発す る旨を伝 えた。私 たちの頭の中とかばん

の中には，古代の文書や近代の探検家か ら得た情報，聖典

か ら得たヒン トが ぎっしり詰 まっていた。大 きな使命 と目

前に迫 った冒険のス リルを満身に感 じつつ，私たちは机上

で再建 したリーハイの道をできるだけ多くたどろうと，1976

年1月15日 にソル トレー ク ・シティー を発った。ソル トレ
ー ク ・シティーにあるデゼ レトニューズ社の写真家 ジェ リ

ー ・シルバー とワシン トンD .C.に住む私たちの25歳 の娘シ

ンシアが同行 した。

合衆国の国務省は，旅行の順路 を逆にして，アラビア海

に面するオーマンのサ ララから始めてエルサ レムの町を最

後に訪れ るよう私たちに勧めて くれた。こうした方が訪問

す る4力 国に入国する時の困難を最少限に食止めることが

できるか らであった。 もっとも，順路 を逆にして も数 え切

れない困難が待ち受けていた。不安 な軍事情勢のためふた

つの地域 を訪れ ることができなか った。一つは紅海沿いの

サウジア ラビアの細長い地域で， リーハイが レミュエルの

谷とシェゼルの間を旅 したと私たちが判断 した所であ り，

もう一つは，アブハか ら東ヘア ラビア海に至 る砂漠の部分

で， リーハ イがバウンテフルの地に向か って通った と私た

ちが考 えた地域である。それで も私たちはこの両方の地域

の上空を飛んで，恐 らくリーハイの道 として最 も可能性の

高い経路 と考 えられる部分 を全部走破 した満足を覚えた。

順路 を反対に取 りは したが，私たちは発見 した事柄 をリー

ハイが経験 していったと思われる順序に従って取 り上げて

いく。

砂漠における リーハ イの生活様式に関する私たちの結論

は，私たちが観察 したべ ドウィンの生活様式が2，600年 前

の彼 らの祖先の生活様式 と変 わらないという前提の上に立

っていることを私たちは十分わきまえている。私たちが見

たものは非常に役 に立つ，解明の糸口に富んだ ものである。

しか し，考古学，人類学，言語学の分野でさらに相当の研

究が積み重ね られない と，証明された事実 としては受け入

れられないこ とは承知 している。

この企画のために私 たちが中東で過 ごせ る期間は5週 間

しかなかった。私たちが旅行手段 として らくだやろばでは

な く冷房のきいた 自動車 を選んだのは， その方が楽だった

こともあるが，時間が制約 されていたことも理由のひ とつ

であった。現在は街道の大部分に舗装道路が走っている。

これらの道路は井戸や地勢が大 きな制約 となって，古代の

リ ハイの道 を求めて

第2部 実地探索
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香料街道にぴった り沿っている。

エルサレムを出たり一ハイは南方あるいは東方いずれの

方向に向かったとしても，す ぐに砂漠に出たはずである。

エルサレム周辺 では坂が急で，か どの鋭い，岩がごつ ごつ

しているのに比べ，砂漠は不毛で砂地が多く，比較的滑 ら

かな外観 を呈 している。この対照的な地勢を見た私たちは，

リーハイが砂漠に到達す る前に，あ るいは砂漠が近づ くや

す ぐに らくだを入手 したに違 いないと確信 した。 どの経路

を取ってエルサレムを出たにして も， リ「ハ イはらくだの

市場に来て， ろばをらくだに交換 した と思われる。あるい

は，お金 を携帯 してきてそれ を使ったことも考えられる。

金銀をおいてきたからと言って一文な しで出発 した とは限

らない。らくだの市場は今 もそこにある。大 きなほこ りっ

ぽい市場で，買手と売手がかけひきする声でにぎやかであ

る。

これまで聖地 を15回訪れた私たちは， リーハイがエルサ

レムの町から出る道は2つ しかないことを知っていた。東

へ行 く道は，エルサ レムか らアカバに通 じる3つ の主要な

街道の2つ に通 じている。(「聖徒の道」7月 号図4参 照)
ソルトマウンテン

私たちはこれら3つ の街道 をすべて踏査した。急な塩 の山

を越える今だ野道にすぎない もうひとつの道があったが，

これはた どらなかった。街道の大部分 を私たちに同行 した

友人サアディ ・ファタフィタはこの小道を徒歩で通 ったこ

とがあって，今でも通れるがむずか しい， と説明して くれ

た。これらの街道 を皆比較吟味 した結果，エ リコ付近 まで

行きそこで南下 し，死海の西岸にある吹 きさらしの クムラ

ンを通 り過 ぎる中央の道が リーハイの取った経路ではない

か と思 うようになった。もっともリーハ イが王の公道 を利

用 した可能性 もある。エルサ レムから東に向か うとす ぐに

町をはずれる。地形が坂を下 る形になっていることから，

ティトゥスの時代にキ リス ト教徒が逃亡の道 としてこれ を

選んだ理由が よくわかる。

最 も低 い地点が海面下393mで 地上一番低い という死海

の西岸は，あまり気持 ちのよい所ではない。私たちはそこ

に全 く荒廃 した地 を見た。細長い断層による凹地に鉱物 を

含んだ水が よどんでいた。しか しこの西岸に沿って真水の

泉が多数あったことに，私 たちは驚いた。またこの地方に

ずっと住んでいたサ リム ・サア ドによると，ここは古代に

街道 としてよく使用されていた とのことであった。

リーハイは死海の東側 よりも西岸 を選んだ と私たちは判

断した。それは西側 を行けば，王の公道のようにアンモン，

モアブ，エ ドム等の外国でな く，依 然として 自分の国であ

るユダにいるこ とになるか らである。 また西岸であれば，

エルサ レム1三住んでいる間に命 をね らわれた者であること

が発覚 しやすいヘブロン，ベエルシバ等，ユ ダヤ人の密集

地 を避けることもできるからである。

ワジ ・ア ル ・ア ラバ

私 た ち は な ぜ す べ て の 道 路 が ア カ バ に通 じ て い る の か 不

思 議 に思 つ た 。 しか しガ リラ ヤ の 海 ， ヨル ダ ン 川 ， 死 海 が ，
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並ぶ長い谷のようになった低地，すなわちワジ ・アル ・ア

ラバに入ると容易にそのわけがわかった。これは大 きい「地

溝」の一部であ.って， レバノンのべ カ峡谷から南ははるか

紅海沿岸のアカバ湾にまで達 している。

ワ ジ ・アル ・アラバの北部では水は死海の北部に流れ込

み，ワジの南端では紅海に注 ぎ込む。私たちが見渡 した と

ころ，それは広いほこ りっぽい砂の平地で，夏は暑 く， 冬

は寒い所であった。高い山々が5～18キ ロ離れて谷の両側 隔

にそびえている。雨量はご くわずかで，所々に草や ぎょり

ゅうの木が群生するだけである。 王の公道以外には， この

平原がエルサ レムか ら南へ行 く唯一の道である。昔から遊

牧民のべ ドウィンがここに断続的に住みついてきた。私た

ちは数多 くのべ ドウィンの天幕 を， またや ぎ，羊， らくだ

がワジの中で草 を食べ ているのを見た。あたかも古代の情

景を眼前に しているかのようであった。

紀元1世 紀にギ リシャ人の歴史家ス トラボは，「らくだの

商人は星を頼 りに夜しか 〔この地方 を〕旅行 しなかった。

そ して船乗 りと同じように旅 をす る時は水を携帯 した」 と

書いている。 リーハイも同 じようにしたか も知れない。

家族全員 をひきつれ，動物には食糧 を積んでいたので，

もし追手がいたとすれば， リーハ イはとて も対抗できなか

ったに違いない。また， リーハイが隠れようとしても，追

手は砂漠の住民や追跡術に長けた者 を雇 うことができたで

あろう。 ・

しか し私たちは友人か ら， リーハイが利用 したと思われ

るアラビア半島の不動 の規則について知 らされた。それは

逃込み場に関する規則である。一度族長が逃亡者 を受け入

れることに同意すれば，その部族はいかなる敵の攻撃に対 、

して もその人を保護 しなければならない。 もちろん族長が

拒否すれば，逃亡者は即座に殺されることもあ り得る， と

い うことである。 リーハイは一部族の管轄圏内か ら他の部

族の管轄圏に移 る時， この古代のお きての恩恵を受けてい

たか も知れない。

食糧

私 たちは リーハイが旅に 「食糧」 を持って出たことを知

っている(1ニ ーファイ2：4)。 そこで私たちはそれが何

であったか をつきとめ ようと試みた。生活に必要な もの と

して天幕があったことはわかっている。また，小麦，小麦

粉 大麦，粉 ミルク，オ リーブ油 またはごま油，オ リーブ，

なつめや しの実などの食物，若干の料理の道具，寝具，弓

矢，ナイフな どの武器 も入っていたと思われる。

私たちは若いベ ドウィンの少年か ら彼の天幕に来るよう

招かれた。この家族は遊牧民の標準か ら見 ると比較的裕福

な方であった。天幕に近づ くと彼 らの所有物 を全部見るこ

とができた。ろばが入口のそばで草 を食べてお り，馬とら

くだが少し離れた所にいた。そしてその足下に羊 と七面鳥

がいた。固 く黒い天幕の垂れぶたをあけて中に入ると，料

理のかめやなべの一杯入った手織 りのか ごが中央の柱にぶ

ら下っているのが 目に入った。またあるかごには水 を運ぶ

〔、)



エルサ レムの市 場 で売 られて い る木 の 実，穀 物， 薬味 。現 代 の 中東 は リーハ イ

の時代 の 中東 と多 くの 点 で異 な ってい るが， 食料 品 は当 時 とほ とん ど変 わ りが

ない。

皮袋が半分 くらい入っていた。炉端に敷物や枕があって，
くつわ

すみには くらや馬勒がおいてあった。 また反対側のすみに

は一家の衣裳ダンスの役 目を果たしている古ぼけた段ボー

ルの箱が見えた。窓はな く，天幕の入口と燃えている石炭

が唯一の光源であった。お もちゃはひとつもなかった。一

部羊毛で作 った白い部分以外は黒 く重い，やぎの毛 で作 っ

た天幕は，綱 と天幕の杭で据えつけられていた。彼 ちが使

える水は皮袋に入っているものだけであった。

天幕には女性の区画があって，私たちの一行に加わって

いた女性たちはそこで彼 らの衣裳や装飾品を身につけてみ

るように勧められな。女性は多彩で美しく花や動物模様に

ししゅうの施 された黒い服を着用する。そしていつ もかず

きで頭 をおおっている。かず きの色は部族の習慣によって

異なる。彼 らは天幕から出る時は黒のべ一ルで顔 をおお`う

のであった。

男性の着る物は簡単 であって，暖い季節には白の長 いシ

ャツと飾帯である。冬には荒い羊毛を手で紡いで作 った暗

色のアバ と呼ばれるオーバーをその上に着る。これは非常

に暖 く，雨露 をしのいで くれる。また毛布の代用に もなる。

以上のことは皆興味のある事柄である。なぜな ら，ベ ド

ウィンの生活様式は紀元前600年 か ら今 日までほ とんど変

わっていないか らである。従 って，ベ ドウィンの友人の所

有物は， リーハイの一行が旅に携帯 したものに似ていると

思われる。

リーハイは富に恵まれていたに もかかわらず，荷物 を少

ししか持たずに旅行 したに違いない。その今ひとつの理由

は，砂漠に住む部族が略奪 しようと襲って くるのを避ける
画

必要があったことにある。小 さな一団がた くさんの物 を持

っていると， 自然に彼 らの 目に とまるか らであった。
.リ ーハイは多分，や ぎの皮で作った袋に食糧を入れて運

んだもの と思われる。この袋は今でもアラビア半島の街道

とい う街道で使用されている。アカバの市場 で私たちは，

成長 し切 った大きなや ぎの皮で作った古代のものと同 じ型

の水袋 を見つけた。2本 の前足は生皮のひもで縫い合わさ

れて取手 となり，背中の開口部分 も生皮で縫い合わされて

この ア ラブの商 人 は， や ぎの皮袋 に蜂蜜 を入 れて い

る。 や ぎの皮袋 は， 蜂蜜 を は じめ， 穀物， 水， 乳香

等の入 れ物 と して， 過去 何千 年 も使 用 されて きた。

い た 。 後 足 は取 り去 ら れ て 水 密 に な っ て い た 。 そ して ， 首

の 部 分 が 水 袋 の 口 に な っ て い た 。

こ の 水 袋 は か な り古 い もの に 見 え た が ， 売 り手 か ら この

品 は 少 な く と も10代 使 わ れ て き た 品 で あ る と告 げ られ た 時

に は 実 に 驚 い た 。 疑 わ し く思 っ た 私 た ちは ， 皮 を どの よ う

に な め して ， そ れ ほ ど長 期 に わ た っ て し なや か に 水 密 の 状

態 を維 持 で き る の か と質 問 し た 。 す る と そ の 商 人 は ， 新 し

い 皮 袋 に 蜂 密 と ら くだ の 乳 を入 れ ，6カ 月地 中 に 埋 め るの

だ と答 え た 。 こ の 期 間 が た って 地 中 か ら取 り出 す と， 毛 は

抜 け て 皮 は 完 全 に なめ さ れ て い る と い う。 ア ラ ビア の 友 人

は これ は確 か に 皮 なめ しの 方 法 の ひ とつ で あ り， よ くな め

さ れ た 袋 は1代 は お ろ か ，200年 ，300年 あ る い は それ 以 上

使 え る と断 言 して い た 。

アカバ と紅海

旅人がエルサ レムか ら紅海の東岸 まで陸路を行 くのに，

アカバを通過 しないで行 く道はない。確かに今 日で もアカ

バを避けて通 る道は一本 も存在しない。 リーハイは家族が

アカバの町に長 く留 まることを好まなかった。事実一行は

そこから3日 路を荒野の奥 に進んでいる。 しか し彼らは少

なくともここで水 を補給 していたであろう。あるいは一晩

泊まっていたか も知れない。ここに達するまでに彼らは10

日か ら2週 間旅行 していた と思われるので，堂々としたな

つめや しや輝 くばか りに花咲 く西洋 きょうち くとうの群生

するオアシスは，人に も動物にも大 きな喜びを与えたであ

ろう。私たちは20以 上のおいしい水のわ く井戸を見た。そ

の内のあるものは深 さ2メ ー トル少々しかなかった。

アカバの近 くでは，紅海の澄んだ青い水が，明かるい砂

漠の 日光 を受けてちらちら光 る。水深40メ ー トルまで視界

が きくとい うことは驚 くばか りである。様々な色をした巨

大なさんごがあ り，これが何 キロに もわたって浜を飾って

いた。そして澄んだ水に美 しい色 をした熱帯魚がたくさん

泳いでいた。エルサレムか ら10日 間砂漠の旅をしてきた リ
ーハ イにとって， この地は快 い所であっただろう。

私 たちは研究の結果，鉄 とはがねの製造が遅 くとも紀元
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前9世 紀 か ら こ こで 行 な わ れ て い る こ と を知 っ て い た 。 そ

の た め， 古 代 の ソ ロ モ ン王 の精 錬 所 が 今 は戦 場 に な っ て い

る こ と を知 っ た 私 た ち は が っ か り した 。

ニ ー フ ァ イ は バ ウ ン テ フ ル で船 を造 っ て い た 頃 ， 鉱 石 を

とか す ため 獣 皮 で ふ い ご を作 っ た と述 べ て い る。

バ ウ ン テ フ ル で あ った と思 わ れ るサ ララ の 古 い スー ク(市

場)で 獣 皮 の ふ い ご を見 つ け た 時 に は ， とて も うれ しか っ

た 。 黒 くな っ た ふ い ごが 幾 つ もか じ屋 の作 業 場 の 壁 に ひ っ

そ りか け られ て い た 。 そ こ に い た か じ屋 に よ る と， こ れ ら

の ふ い ご は， そ の 人 の 父 ， 父 の 父， とい うふ うに24代 も逆

の ぼ っ た 時代(約600年 昔)か ら使 用 さ れ て きた と言 う。

私 た ち は この よ うな ふ い ご を一 度 も 見 た こ とが な か っ た 。

こ のふ い ごは ヨー ロ ッパ の ふ い ごの よ うに ポ ン プ の 形 を し

て お らず ， む しろ ア コー デ オ ン の 形 に近 か っ た 。 なめ した

や ぎの 皮 の 首 は， 木 製 の 連 結 チ ュー ブ の 周 囲 に 縛 りつ け ら

れ， 木 の チ ュー ブ は 鉄 の 筒 に つ な が れ て い た 。 そ して 後 者

が 火 の 下 にす え つ け られ た の で あ る 。 これ を見 た私 は ， エ

ルサ レム の イ ス ラエ ル博 物 館 で 見 た 紀 元 前1000年 の土 器 の

パ イプ を思 い 出 し た 。 こ の パ イ プ もふ い ご か ら炉 に 空 気 を

送 りこむ の に 使 わ れ た もの で あ っ た 。 サ ラ ラの ふ い ごの 獣

皮 の4本 の 足 は 反 対 側 に 折 っ て 注 意 深 く縛 って あ っ た 。 背

中 は全 部 あ い て い て ， 皮 は2本 の棒 に しっ か り定 着 され て

い た。 そ の た め 上 の 方 で ぱ ち っ と しめ る婦 人 もの の 財 布 の

よ うに 見 えた 。 か じ屋 は こ の2本 の 棒 を片 手 で持 ち ， 獣 皮

の 中 に 空 気 を取 り入 れ ， 次 に 袋 を押 さ え て 空 気 を首 か ら押

し出す 方 法 を実 際 に 見せ て くれ た 。 私 た ち は そ れ が 本 当 に

効 果 的 な 道 具 で あ る こ とに 目 を 見 張 っ た 。 そ して こ の ふ い

ご は ニ ー フ ァ イ の 使 っ た ふ い ご とほ とん ど寸 分 違 わ な い の

で は な い か と思 った 。

砂 漠 の 中 で は どれ ほ ど苦 労 して 注 意 深 く道具 を作 ら な け

れ ば な ら な い か を知 っ た私 た ちは ， 鉱 石 を見 つ け て そ れ を

とか し， 自分 の 道 具 を作 り， 自分 の船 を造 る こ とが で き た

ニ ー フ ァ イ が い か に 英 雄 の よ うな 人 物 で あ っ たか が よ く理

解 で きた 。

旅 行 に 出 る前 に， 私 た ち は ， リー ハ イ が エ ルサ レム か ら

「三 日の 間荒 野 の 中 を」(1ニ ー フ ァ イ2：6)進 ん だ こ と

につ い て 書 い た 注解 を2，3読 ん だ 。 しか し5節 は ， 彼 ら

が 「紅 海 の 海 辺 に 近 い 国境 」，す な わ ち 今 日の ア カバ に違 い

な い 所 に 着 い て か ら3日 路 で あ る こ と を明 らか に して い る 。

た だ 本 文 の 中 に 私 た ち を 困惑 させ る 部 分 が あ る。 ニ ー フ ァ

イ は 「紅 海 の 海 辺 に 近 い 国 境 の そ ば へ きて 」， そ れ か ら 「さ

らに 一 そ う紅 海 に近 い 国境 に あ る荒 野 の 中 を進 んで 行 っ た 」

と記 し て い る(1ニ ー フ ァ イ2：5)。 彼 は なぜ そ の よ うな

言 葉 の 使 い 分 け を した の だ ろ うか 。 そ の 地 に着 い た と こ ろ

で ， ニ ー フ ァ イが 使 っ た表 現 の違 いが 私 た ち に 明 らか に な

っ た。

海 岸 沿 い の 平 原 は 狭 く， 紅 海 とア ラ ビ ア半 島 の 山 々 に は

さ まれ て い る 。最 も幅 の 広 い 所 は ジ ッ ダ付 近 で ，77キ ロ程

で あ る(図6，8参 照)。 地 元 の 住 民 か ら テ ィハ マ と呼 ば れ

て い る この 道 は 古 代 の 香 料 街 道 で あ っ て， リー ハ イの 一 行
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ワジ ・ウム ・ユルフ ァイ シは さらに大 きなワジ ・エル ・ア ファルに合流す る。 リ

ーハイ が南 に方向 を転 じ， ワジ ・エル ・アフ ァル を通 って紅海 に向か った地 点は，

ここか らあ まり遠 くないと思われ る。

が通ったと考えて最 も矛盾のない経路である。私たちは リ 亀

一ハイが3日 でどれ くらい移動で きるかを計算 し，アカバ

から南にその距離を伸ばして，レ ミュエルの谷 とレーマ ン

の川と考えられる地形がないか どうかていねいに調べてみ

た。当然のことなが ら，私たちはすべてのワジ，海岸，山

を細か く調べた。 、

地理的に見てできる論理的なことと言えば，一 もっと

もほかにできることはなかったが，一 紅海か ら反対の方

角に向かって，連山をぬって広い大 きな くぼ地 を東に丘の

上に登ってい くことであった。嵐のために凹凸のある所は

皆砂や砂利が埋 まって，頂上(高 度940m)に 至るまで40キ

ロにわたって路床ができていた。動物を持たない人々は，

坂の急なごつ ごつ した岩の丘陵を少しずつ登るか，切 りと

がった頂上 を体力を消耗 しなが ら上 り下 りして，山々 を越

えて行 ったのであろう。 しかし明らかにワジは便利な 「ハ

イウェイ」である。荷物 を一杯背負ったらくだが何頭 も，

私た ちの車 を見おろしながら追い越 して行った事実が，そ

れを如実に示している。

頂上(図7参 照)か らワジは分岐する。一つは砂漠の中

を東の方向に進む。 しか しもうひとつのワジは，南の方へ

ゆるいカーブを描 きなが ら何キロも下って海岸に達する。

このエル ・アファルというワジはアカバ湾の東岸に平行 し

う
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紅 海 に近 つ く と， ワ ジ ・エ ル ・ア フ ァル ほ 高 く こつ こ つ した 崖 の側 を う回 す る。

ニ ー フ ァ イ が 主 の み た ま に と ら わ れ て 登 っ た 山(1ニ ー フ ァイll：1参 照)も こ

の よ う で あ っ た と思 わ れ る 。

て 走 っ て い るが ， 山が あ る た め に ア カバ 湾 を見 る こ とは で

き なか っ た 。 私 た ち は紅 海 に近 い 国境 を指 す と思 わ れ る こ

の ワ ジ を通 って ， サ ウ ジ ア ラ ビア の ア ル ・ベ ダ と呼 ば れ る

オ ア シ ス の あ る 村 ま で 行 っ た 。

こ の よ うに し て私 た ち は ， 以 上 の 地 理 上 の特 徴 とニ ー フ

ァ イ が 残 した 描 写 を つ き合 わ せ た 。 も ち ろ ん こ の推 測 に よ

る答 え は 仮 の もの で あ る 。 ニ ー フ ァ イ の 言 っ て い る こ と と

私 た ち の 発 見 は 符 合 した が ， 一 つ の 問 題 は ニ ー フ ァ イ の 記

録 の 順 序 通 りに な っ て い な い こ とで あ る 。 紅 海 に 一 層 近 い

国 境 は ， ア カバ か ら ア ル ・フ マ イ ダ ま で の28ギ ロ を指 して

い るの か も知 れ な い 。 こ の 部 分 で は 街 道 と海 岸 は事 実 上 同

一 で あ る
。 そ うす る と紅 海 に 「近 い」 国道 と い うの は， 東

に 方 角 を変 え ， ワ ジ ・ウ ム ・ユ ル フ ァ イ ン を， さ らに 南 に

ワ ジ ・エ ル ・ア フ ァ ル を合 計83キ ロ進 み ， ア ル ・ベ ダ に達
噺、

す る道 を指 す もの で あ ろ う。 ニ ー フ ァ イが 後 に な っ て 「紅

海 の近 くの 国境 に 沿 っ て 」(1ニ ー フ ァ イ16：14)と 言 っ て
'い る の は

， 恐 ら く海 岸 線 を半 分 近 く南 へ 下 が っ た ジ ッ ダ の

あ た りで ， 再 び 海 岸 を旅 して い た 時 の こ と を指 す もの で あ

ろ う。 しか し 「近 い」 と 「一 層 近 い 」 とい う言葉 が 何 を指

す か につ い て ， 私 た ち が 発 見 し た こ と も これ に 劣 らず 可 能

性 が 高 く， 私 た ち の 胸 を踊 らせ る もの で あ っ た。 こ の 発 見

に 従 えば ， ア ル ・ベ ダ は レ ミュ エ ル の 谷 に 留 ま っ た リーハ

イ の 宿 営 で あ っ た と考 え られ る 。 こ の 彼 の 結 論 を支 持 す る

手 が か りが2，3あ っ た 。 紅 海 に 「近 い 国 境 」 は ， 彼 らが

長 時 間 過 ご し た高 地 の ワ ジ で あ って ， 「一 層 近 い 」 国 境 は

最 初 の 山 々 に 到 達 す る ま で の 東 に 向 か う海 岸 沿 い の 平 原 を

指 す ら しい こ とが ， 私 た ち に は 明 らか に思 え た。 突 然 ニ ー

フ ァ イ の 言 葉 が 私 た ち に と っ て大 き な意 味 を持 っ て 迫 っ て

き た 。

父 リー ハ イ は あ る 谷 の 紅 海 に 注 ぐ川 の そ ば に 天 幕 を張 っ

た(1ニ ー フ ァ イ2：8)。 今 日ア ラ ビア 半 島 の どこ を捜 し

て も， 一 年 中水 が 流 れ て い て， 海 ま で 達 す る よ うな 川 は 一

つ も 存 在 し な い 。 こ の 地 域 の年 間 降 雨 量 は，1な い し15セ

ンチ で あ る。 半 島 の 南 西 の 隅 に あ る イ ェー メ ンの 山地 や オ

ー マ ン の ドホ フ ァル の サ ラ ラ に あ る カ ラ 山 系 で は も う少 し

雨 量 が 多 い 。 しか し そ れ で も水 が 絶 え ず 流 れ る川 は で きな

い 。 従 っ て 今 日， これ が レー マ ン と名 づ け られ た 川 で あ る

と言 え る 川 は 存 在 し な い 。 古 代 の 記 録 を見 て もそ の よ うな

川 は 出 て こ な い。 も し そ の よ うな 川 が 存 在 して い れ ば ， 人

々が 何 代 に も わ た っ て そ の そ ば に 住 ん で い た で あ ろ う。 し

か し こ こ で こ の 問 題 が 終 わ る わ け で は な い 。

英 語 で 「川 」 と翻 訳 さ れ て い る 旧約 聖 書 の ヘ ブ ル 語 に は

ふ たつ の 言 葉 が あ る 。 そ の ひ とつ 「ナ ハ ラー 」 は 「冬 の奔

流 」 とい う意 味 で あ る が ， ワ ジ ・ア ル ・ア リシ ュ ， す な わ

ちア ル ノ ン 川 を指 す 時 に は 「川 」 と翻 訳 され て い る 。 この
ひ

種の川は夏は乾あがって しまう。 しか し冬につきものの雷

雨が襲 うと文字通 り急流 となる。考古学者で私たちの案内

をしてくれた友人サ リム ・サア ドによると， ワジは暴風雨

の後2，3日 急流になるということであ り， またアラビア

半島では雨期 はほとん ど1月 と2月 に限られているという

ことである。水が何 もさえぎるもの もない丘 を走って，坂

を下 り，底の広いワジに流れ込む時の力は 「相当なもの」

である。

もうひ とつのヘブル語 「ナハル」は一年 中枯れない川を

意味す る。この言葉は旧約聖書でユーフラテス川やナイル

川を指す時に使われている。この場合確かにどちらも絶え

ず水の流れる川である。以上のことか らわかるように，ヘ

ブル語は2種 類の「川」が使い分けられるようになっている。

雷雨の水がワジ ・エル ・アファルの流域 を流れるのを見

て，リーハイが 「冬の奔流」，すなわちナハラーという言葉

で 「川」 と呼んだことが十分考えられる。また，アル ・ベ

ダにあった泉から小 さな川が流れ出て，34キ ロ南へ下 って

紅海に注いだ可能性 もある。当時余分で泉か ら流れ出して

いた水が，今 日ではオアシスにある大規模な菜園の栽堵に

吸収されて しまっているとい うこともある。

もちろんワジ ・エル ・アファルもワジ ・ウム ・ユルファ

インも，私 たちが発見 して私たちだけが知 っているワジで

はない。 これ らのワジは，紅海の街道に沿って南方からア

カバに至 る何世紀 も使われてきた香料街道の一部である。

ただこの道の上にはあ まり大 した建物や施設は見えなかっ

た。近代になって造られた洪水制御の防壁が散見されたが，
いずれのワジで も主流の中にはべ ドウィンの天幕はひとつ
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ア ル ・フ マ イ ダ

ア
カ

ざ縛

アカバ(エ ジオ ンゲ ベル)
　

鑑ジ ・ウ ム ・ユ ル フ ァ イ ン

頁上

ワ ジ ・エ ル ・キ ベ イ ト

レーマ ンの川 と思 わ

れる川 。(暴風 雨 の あ

と水 が流 れ る)

レ蕊 ノ

、1へ藏
、

農1甥 霧
と5っ た山?)

アル ・ベ ダ リーハ イ が しば ら く

宿 営 した と思 わ れ る地 点 。

、1《 蓬傑 藷蠣齢

ア ラ ビアの西 海岸 に沿 った古 代 の

香 料街 道 の オア シス 。 この地 方 で

は， 水 がな けれ ば旅 が で きない。

リー ハ イ もこの ようなオ ア シス を

利用 した こと だろ う。

図7

リーハ イが宿営 した レ ミュエル

の谷 と考 えられる地点。(古代の

香料街道 を含む)

距 離

ア カバ か ら ア ル ・フ マ イ ダ ま で

(海 岸 沿 い に 旅 を して)29キ ロ

ア ル ・フ マ イ ダ か ら ワ ジ ・ウ ム ・ユ

ル フ ァ イ ン の 頂 上 まで40キ ロ

頂 上 か ら ワ ジ ・エ ル ・ア フ ァ ル の ア

ル ・ベ ダ ま で53キ ロ

3日 間 の 旅(1ニ ー フ ァ イ2：6)

の 合 計(推 定)は122キ ロ

ア ル ・ベ ダ(レ ー マ ン 川 の 河 口 と考

え られ る)か ら紅 海 ま で … …34キ ロ

もなかった。 しかし，ワジの主流に流れ込む小さな支流の

河口では，天幕や動物の群れ を見かけた。ワジの底には草

や ぎょりゅうの木が群生していて， らくだの豊富なえさと

なっていた。これらの葉 をろばや らくだ，羊，や ぎがゆう

ゆうと食べていた。

私たちは新 しい舗装道路 を車で走った。 この道は私たち

のガイ ドの判断では，昔の隊商の街道に沿 っていた。何世

紀もらくだが歩いて通 ると踏み固め られて行進 しやすい勾

配とな ることと， らくだに乗 る人が二点間の最短距離を進

むようになったに違いないことを考えれば， これはうなず

けることである。私たちの推論が正 しければ，私たちは正

にワジ ・エル ・アファルの中の リーハイが通 った道を走 っ

た こ とに な る。 そ の 時 の 私 た ち の 気 持 ち を表 現 す る こ と は

む ず か しい 。 も しア ル ・ベ ダ が 実 際 に ， レ ミュ エ ル の 谷 の

宿 営 地 で あ れ ば ， そ こ を基 地 と して リー ハ イ の 息 子 た ち は

2度 もエ ル サ レ ム に 帰 っ た の で あ る。 そ して ， こ こ で リー

ハ イ は 真 鍮 版 を読 み ， 研 究 して ， 家 族 に 彼 ら 自身 の 系 図 に

つ い て 語 っ た の で あ る 。 こ こ で リー ハ イ は幡 祭 を捧 げ た 。

ま た 鉄 の 棒 と救 い 主 の 降 臨 に つ い て 夢 で示 現 を 見 た の も こ

こ で あ っ た 。 ニ ー フ ァ イ も こ こ で， キ リス トの 地 上 の 生 活 ，

使 徒 と共 に行 な っ た 伝 道 生 活， ク リス トフ ァr・ コ ロ ンブ

ス の航 海 ， 約 束 の 地 の 異 邦 人 の 大 国 に 住 む 自分 の 子 孫 ， 最

後 に 回 復 され る教 会 に つ い て 示 現 を見 た 。 ま た こ こ で ニ ー

フ ァ イは 栽 培 した オ リー ブ の 木 と野性 の オ リー ブ の 木 の た

(p.373へ 続 く)
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った。 そ こは現 在 の よ うなか んが い しせ つが な

く,さ ば くの よ うで あ った。気 温 は50度 に もな

り,じ つ に住 み に くい土地 だ っ た。か らか ら天

気 のため,く だ物 の木 も育 た ない 。

ニ ュー ヨー クの地 下鉄 工事 を して いた ときの

あのす ず しさを思 い出 したバ ル ダセア は,あ な

をほ る こ とを思 い たっ た。は じめ は2つ か3つ

部屋が あれ ば よい と思 ったが,40年 後 には ど う

だ ろ う。何十 もの部屋 に な って いた。 ほ とん ど

部屋 は地 下3メ ー トル の深 さにあ る。 しか し中

には地下7メ ー トル の部 屋 もあ り,地 下 二階 と

な ってい た。

バ ル ダ セアは 身長 が1 .6メ ー トル くらい しか

なか ったが,何 百 トン とい う土 を手 押 し車 で外
つ う ろ

に運 び出 した。 それ に,部 屋や 通路 の配 置 にか
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け ては,生 まれ なが らの才 能 を もって いた し,

もっ ともが ん じょ うな建 築 方法 も知 って いた。

こ う して,地 下 にめ ず ら し くお もしろい部屋 が

い くつ も作 られ た。

この も ぐら人間 の地 下 生活 は,2つ の部屋 と,

ふ うが わ りな家具 か ら始 まった。かべ の内側 を

けず って いす を作 った。 たな もあ った。各部 屋

には天 窓が あ り,外 の光 と空 気が 入 る よ うに な

って いる。 そ して冬 に な る と,そ の天窓 に草 を

かぶせ,雨 が 入 らな い よ うにす る。

バ ル ダセ ア の家 は,年 とともに大 き くな り,

寝 室 がふ たつ,リ ビ ングルー ム,台 所,礼 拝堂,

図書室,浴 室 な ども作 られた。 ほか に も,折 り

たたみ式 のベ ッ ド,だ ん ろ,ス ライ ド式 の 窓,

ピ クチ ャー ウイ ン ドウ,ま た だれが 来 たのか を
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嵩'親を菱 した÷ 当著

お はな し:ス ー ザ ン･ア ー リ ン トン･マ トセ ン

きょう かい よ げん

教 会にはんたいす る大ぜ いの人たちカ㍉ 予言
しゃ か ぞく

者 ジ ョセ ブ･ス ミス とそ の 家 族 の い の ち を

ね ら っ て い ま した 。

しゆう

1838年 の秋,予 言 者 は,ミ ズ ー リ州 フ ァー ウ

エ ス トで と らえ られ て し ま い ま し た 。 しば られ

て,･ほ ろ 馬車 に お し こ ま れ る と き,ジ ョセ ブ･

ス ミス は,お 母 さん に わか れ を い わせ て くだ さ

い とた の み ま した 。 け れ ど も,ゆ る さ れ ませ ん

で した 。 そ こ で,ジ ョセ ブ･ス ミス は,大 声 で

お母 さん を よ び ま した 。 そ して,馬 車 の 中 を見

まわ す と,ほ ろ が 少 しや ぶ れ て い ま した 。 ジ ョ

セ ブ･ス ミス は,そ の や ぶ れ 目か ら手 を 出 す と,

お母 さん の 手 に さ わ り ま した 。 そ し て わ か れ を

つ げ た の で した 。 ほ ん の 少 しの 間 で した が,お

母 さ ん の 手 に さわ る こ とは,ジ ョセ ブ に と っ て,

とて も大 切 で した 。 ま もな く,馬 車 は予 言 者 を

のせ て,く ら い リバ テ ィー の ろ う ご くへ と走 り

さ りま した 。
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ジ ョセ ブは,い つ も両 親 をふか く愛 して い ま

した。 その話 を しま しょ う。

まだ小 さい子 ど もの こ ろ,ジ ョセ ブは足 の手

1じ
ゅつ を うけ ま した。 お母 さん は そばに いて も

つ らい思 い をす るだけ だ と考 えた ジ ョセ ブは,

か な しい の をが まん して,お 母 さん にへ やか ら

出て も らい ま した。 そ して,手 じゅつ 台の上 で
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と え話 を説 明 し た 。 こ こ で5組 の 夫 婦 の砂 漠 の 結 婚 式 が 盛

大 に 祝 わ れ ， 季 節 毎 に種 ま き と作 物 の 収 穫 が 行 な わ れ た 。

一 行 に 忠 告 を 与 え
， 未 知 の 目 的 地 に 導 く リア ホ ナ が リー ハ

イ の 天 幕 の 外 に お か れ ， 一 行 が 大 い に 驚 い た の も こ の 場 所

で あ っ た 。

何世 紀 も使 用 され て き た 香 料 街 道 が リー ハ イ の 時 代 に 存

在 し たか ら と言 っ て ， リー ハ イ が ど こ ま で そ の 街 道 を 利 用

し， ど こ で 人 の 多 く通 る部 分 か らあ ま り人 の 通 らな い道 に

そ れ れ ば よい か を知 っ て い た とい う こ と で は な い 。 そ うい

う わ け で ， リー ハ イ は実 際 に リア ホ ナ を必 要 と して い た 。

もち ろん リア ホ ナ は 旅 行 す る 時 の 方 角 の 手 引 きに も使 わ れ

たが ， リー ハ イ の 家 族 の 霊 的 な 導 きの た め に も使 わ れ た 。

リア ホ ナ は 彼 らが 正 しい 時 に だ け 作 動 した 。 悔 い改 め な い

時 に は， 彼 らは 物 運 的 に も霊 的 に も道 を失 っ たる こ れ は 私

た ち に 多 くの教 訓 を与 え る話 で あ る 。

ア ル ・ベ ダ の 近 くに は 壮 大 な 山 が た くさ ん そ び え て い

る。 ニ ー フ ァ イ は そ こ に行 っ て ， 救 い 主 の 伝 道 や そ の 他 時

の 終 りに 至 る まで の 主 な歴 史 上 の 出 来 事 に つ い て ， 広 範 か

つ 詳 細 な 示 現 を見 た も の と思 わ れ る(1ニ ー フ ァ イ11-14

章 参 照)。 近 くの 山 で 最 も高 い も の は ， ア ル ・ベ ダ の 北 東

34キ ロ に あ る ヨバ ル ・ア ル ・ロ ー ズ と呼 ば れ る 山 で ， 海 抜

『2
，550メ ー トル で あ る 。

父 リー ハ イ は 目 の 前 に 流 れ る 川 に ， 長 男 レー マ ン の 各 前

を つ け た 。 ニ ー フ ァ イ は ， リー ハ イが こ の 川 の 水 が 紅 海 の

泉 〔訳 者 注 ：日本 語 訳 で は 「頭 」 と訳 さ れ て い る 〕 に 注 ぐ

の を見 て， 息 子 に こ.の川 に 関 連 づ け て 教 訓 を与 え た ， と特

に記 録 して い る(1ニ ー フ ァ イ2：9)。 こ れ は 宿 営 地 か ら

は水 が 紅 海 に 注 ぐの が 見 え な か っ た こ と を 暗 に示 し て い る

のか も知 れ な い 。 ア ル ・ベ ダ は ワ ジ が 紅 海 に 注 ぐ所 か ら北

に34キ ロ.のぼ っ た 所 に あ る 。

地 図 と地 勢 を調 べ た 結 果 ，「紅 海 の 泉 」 とい う言 葉 の 意 味

に つ い て もひ どつ の 可 能 性 が 出 て き た 。 泉 とは 川 の 源 で あ

り， 水 の 湧 く所 で あ り， 源 で あ る。 ア カバ 湾 は 紅 海 を東 北

方 向 に 延 長 し た地 形 で あ る の で， 大 きな 紅 海 に 対 して 泉 と

呼 ぶ こ と もで き た で あ ろ う。

父 リー ハ イ は レ ミュ エ ル の 谷 を 「堅 固 で不 動 」 の もの と

説 明 して い る(1ニ ー フ ァ イ2：10)。 今 日の ワ ジ ・エ ル ・

ア フ ァル は正 に そ の とお りで あ る 。 砂 地 の底 は が っ ち り し

た 山 々 で輪 郭 が し っか り決 ま っ て い る 。

私 た ち は喜 ん だ 。 レ ミュエ ル の 谷 と考 え られ る 強 力 な候

補 地 を見 つ け た の だ 。 私 た ち は サ ウ ジ ア ラ ビ ア の ア ル ・ベ

ダ の オ ア シ ス に近 い ワ ジ ・エ ル ・ア フ ァ ル に い て特 別 な感
噺、

慨 を覚 え た 。

.天 幕

次に私たちは リーハイが3年 は滞留 したと推測されるこ

の宿営地の有様 をいろいろ具体的に想像 してみることにし

た。私たちが心中に描 き出した ものの内最 も目立つ ものは

天幕の存在である。イシメルの家族が合流 してか らは，結

婚 した家族にひとつずつ として，天幕が9つ はあった もの

と思 わ れ る 。 私 た ち が ア ラ ビ ア 半 島 の 各 地 で 見 た・天 幕 が，

この 地 域 の住 民 が 何 世 紀 も使 っ て きた もの の 典 型 的 な もの

で あ る とす れ ば ， リー ハ イ の 天 幕 の群 れ の 様 子 を相 当正 確

に 描 くこ とが で き る。 事 実 こ れ は 自信 過 剰 の 仮 説 で は な い 。

とい うの は， ベ イ ト ・シ ャア ル(毛 の 家)は 時 の 経 過 の影

響 を全 く とい っ て よ い程 受 け て い な い ， と歴 史 家 が 証 言 し

て い るか ら で あ る。

旧約 聖 書 に は 天 幕 の 色 は 「黒 」 く(雅 歌1：15)， 「や ぎ

の 毛 」 で で きて い て， 中 に は仕 切 り， 言 い か え る と 「カー

テ ン」 が あ り(出 エ ジ プ ト36：14)， 「天 幕 の 入 口 の ため に

… と ば り」 が あ る(出 エ ジ プ ト26：36)と 書 か れ て い る
。

私 た ち が 訪 れ ， 調 べ た 「毛 の 家 」 は ， 長 方 形 で長 い屋 根

の部 分 が あ り， そ れ は 両 端 に 向 か っ て 傾 斜 し て い た 。 一 番

小 さ な天 幕 で も9本 の 柱 が あ り， 長 い の が 中 央 に3本 並 び，

短 い の が3本 ず つ そ の 両 側 に あ っ た。 同 じ くや ぎの 毛 を手
くい

織 りで 作 っ た さ さ え綱 が ， 地 中 に 打 ち 込 ま れ た杭 に つ なが

れ て い た(士 師4：21参 照)。天 幕 は 皆1枚 か2枚 以上 の カ

ー テ ン に よ っ て2つ も し くは そ れ 以 上 の 部 屋 に
， す な わ ち

少 な く と も 男性 の 部 屋 一 間 と女 子 供 の 部 屋 一 間 に分 か れ て

い る 。

リー ハ イ の 天 幕 が 裕 福 な 階 層 を代 表 す る もの で あ っ たか ，

故 意 に 並 の 黒 い 天 幕 を選 ん だ か ， そ れ は 知 る よ し も な い 。

一 頭 の ら くだ か ら年 に4
.5キ ロ の 毛 を 取 る こ とが で き る。

や ぎか ら取 れ る 量 は そ れ よ り も少 な い 。 こ の 毛 は 手 で 支 え

た紡 錘 で紡 が れ て 強 力 な 糸 に な る。 こ の 糸 か ら じゅ う た ん

の よ うに 厚 く， 非 常 に重 い， 同 時 に 強 い ， しか し 目が 荒 く，

ち く ち くす る織 物 が 作 ら れ る。

「毛 の 家 」 は 暑 い 夏 に は 人 々 に 涼 しい 影 を 与 え
， 側 面 の

仕 切 りを 閉 じ る と冬 は 暖 か い 部 屋 とな る。 天 幕 は 重 い 。 移

動 可 能 の 住 居 で あ る とは い え ， 父 リー ハ イが 天 幕 を運 搬 す

るため に ら くだ を必 要 とした こ と は 明 らか で あ る。 平 均 的 な

べ ドウ ィ ン の 天 幕 は， 長 さ約8m， 幅 約4.5mで あ る 。 ら

くだ 一 頭 は 小 さ な 天 幕 をひ とつ 運 ぶ こ とが で き る。 そ して

も う一 頭 ら くだが いれば，普 通 片 方 の 端 が 地 面 の砂 に 引 きず

られ て で は あ るが ， 天 幕 の 支 柱 を運 ぶ こ とが で き る。 族 長

の 天 幕 の 大 き さ は 富 に 正 比 例 し て い るが ， 材 質 は 変 わ らず

作 り方 も 同 じであ る。 そ して一 頭 の ら くだ で 運 べ る大 き さの

部 分 が 締 め ひ も で 結 び 合 わ さ れ て ， ひ とつ の 大 き な天 幕 と

な る よ うに 作 られ て い る。

リー ハ イ は 荒 野 の 中 を8年 間 も旅 し た 。 従 っ て 何 カ所 か

で し ば ら く留 ま っ て い た に 違 い な か っ た 。 レ ミュ エ ル の 谷

は こ の よ う な長 期 に わ た っ た 宿 営 地 の 一 つ で あ っ た と思 わ

れ る。 も し そ う で あ れ ば， こ こ で作 物 を植 え， 収 穫 を して

い た で あ ろ う。 リー ハ イ は エ ル サ レ ム を 発 っ た 時 ， 「食糧 」

を携 え て い た 。 しか し大 量 の 食 糧 ， あ る い は 多 彩 な 種 類 の

食糧 を持 っ て い っ た と は 思 え な い。 ニ ー フ ァ イ は 「天 幕 を

張 っ て住 」み(1ニ ー フ ァ イ16：6)， レ ミュ エ ル の 谷 で 「荒

野 に 住 ん 」 だ(1ニ ー フ ァ イ8：2)後 で， 「あ らゆ る種 類

の穀 物 の 種 子 も木 の 実 の 種 子 も と り集 め 」 た(1ニ ー フ ァ

イ8：1)と 説 明 して い る 。 小 麦 も大 麦 もニ ー フ ァ イの 子
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孫(モ ー サ ヤ9：9)に よ く知 ら れ て い た(モ ー サ ヤ9：

9)し ， ら い麦 は リー ハ イ よ りも前 の 時 代 か らパ レ ス チ ナ

で知 られ て い た(イ ザ ヤ28：15)。 恐 ら くニ ー フ ァ イ が 「あ

ら ゆ る種 類 の 穀 物 」 と言 っ て い る の は ， こ れ らの もの を指

す の で あ ろ う。 モ ル モ ン 経 は そ こ に 登 場 す る住 民 が 知 っ て

い た果 物 と して ぶ ど う， オ リー ブ ， い ち じ く をあ げ て い る

(1ニ ー フ ァ イ10：12，IIIニ ー フ ァ イ14：16)。 モ ル モ ン経

に は 出 て こ な い が ， リー ハ イの 時代 に 中 東 で広 く栽 培 され

て い た他 の 果 物 に， な つ め や し， コ コ ナ ツ ， ざ くろが あ る 。

リー ハ イ の 居 留 民 が レ ミュ エ ル の 谷 に 住 ん で い た 時 に 上

記 の 果 物 を栽 培 し た か ， あ る い は 購 入 した 可 能 性 が 非 常 に

高 い 。 一 行 は 農 耕 地 帯 出 身 で あ っ た 上 に ， 宿 営 地 の そ ば に

は 「水 の 流 れ る川 」 が(断 続 的 に水 が 流 れ た と して も， 作

物 に灌 概 す る こ とが で き た)あ っ た の で， 恐 ら く彼 らは 自

分 た ち で 作 物 を植 え， こ こ に 滞 在 し た 問 い ろ い ろ 変 化 に 富

ん だ 食 物 を 食べ る こ とが で きた に違 い な か っ た 。

結婚式

毎 日農耕作業に従事 しなければならなかったが， この谷

で5つ の楽しい祝 い事，すなわち5つ の結婚式が行なわれ

た。セム族の生活の中で結婚以上に家族が盛大に祝 うもの，

また娘が待 ちこがれるものはない。結婚式の 日は，娘の存

在が男性の存在の影を薄 くする唯一の 日である。砂漠では，

婚礼の衣裳だけでな く，新婚夫婦のために新 しい天幕も作

らなければならないので，結婚のための準備は非常に労力

を要する。伝統的な慣習に従えば，隣近所の人を全部祝い

に招かなければならなか った。そうしなければ，その社会

で受け入れられた結婚 とはならなかった。

リーハ イの4人 の息子 と，元レーバ ンの奴隷であったゾ
ーラムは皆結婚適齢期に達 していた。幸いイシメルの家族

に同じ人数の娘がいた。イシメルに適齢期の娘が5人 もい

たことは，非常に珍 しいことであった。 というのは， まだ

子供の間に婚約 し，13の 年 で結婚す る女性が多かったか ら

である。 さらに5人 の娘の内一番年上の子が，元奴隷であ

ったゾー ラム と結婚 したことは， もっと珍 しいことである。

古代イスラエルでは，青年の父親か親戚が妻 となる女性

を選び，結婚の準備をす るのが常であった。4人 の息子に

代わってリーハイがイシメル と交渉 したことは，疑いの余

地のないところである。 もっとも交渉と言って も事前の取

決めに基づ いた単なる形式的なものであったか も知れない。

家族のないゾーラムは，ニーファイが 「私たちと一 しょに

住まわせてやる」(1ニ ーファイ4：34)と 約束 したので，

息子のひとりとして交渉の中に含 まれていたものと思われ

る。

イスラエルの慣習通 りに行なわれていれば，交渉に よっ

て5件 の婚約が成立 していたはずである。普通婚約期間は

男性がモーハル(贈 り物)を 女性の父親に納めて，娘が出

て行 くことの償い とした時に始まり，結婚式をもって終了

した。この期間が1年 を越えたことはめったになかった。

婚約期間中，ふたりは互いに 「夫」，「妻」 と呼び，婚約に
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は忠誠の誓約が含まれているものと理解されていた。

旧約聖書時代の結婚は，国や宗教の認可 を必要 としなか

った。結婚 は家族の問題であって，ふた りが互いに忠誠 を

誓うことを公けに し，家族，友人が祝 うことに よってその

結婚 は容認された。普通は結婚式には祝宴が伴ってお り，

時にはそれは1週 間続 くこともあった。 また皆がね り歩い ●

た り，音楽や踊 りもあって，活気が添えられた。5つ の結

婚式が同時に開かれた可能性 もあるので，結婚の祝 いは惜 い

しみなく，その近 くの遊牧民 も祝宴に招いて盛大に行なわ

れたもの'と思われる。

南 方 へ の 移 動

リー ハ イ は レ ミュ エ ル の 宿 営 地 で 必 要 な こ と を皆 な し終

え た 時 ， 天 幕 の 入 口に 「珍 しい 細 工 」 を施 した 真 鍮 の球 を

見 つ け た。 そ の 球 に は2本 の 針 が あ り， 荒 野 の 中 を進 ん で

行 くべ き 方 向 を指 し て い た(1ニ ー フ ァ イ16：10参 照)。 リ

ア ホ ナ は モ ル モ ン 経 の 中 で 少 な く と も5回 は 「羅 針 盤 」 と

呼 ば れ て い る(ア ル マ37：38，43，44，IIニ ー フ ァ イ5：

12，1ニ ー フ ァ イ18：12)が ， 一 行 の 信 仰 と この 球 に 対 す1

る注 意 の 度 合 に 応 じて 作 動 した の で あ っ て(1ニ ー フ ァ イ

16：28)， 地 球 の 磁 力 線 に 従 っ て 動 い た の で は なか っ た 。も

う一 つ 留 意 す べ き こ と は ， 時 々 そ こ に 何 か が 書 か れ て い た

こ とで あ る 。(例 え ば1ニ ー フ ァ イ16：26-27，29参 照)

ソ ル トレ ー ク ・シテ ィー に い た 時 に地 図 を丹 念 に 調 べ て

い て， 私 た ち は なぜ 主 は この 地 点 で リー ハ イ に リア ホナ を

与 え られ た の だ ろ うか と不 思 議 に思 っ た 。 と い うの は， 一

行 は わ か りや す い 香 料 街 道 を旅 行 して ゆ け ば よか っ たか ら

で あ る。 そ の 時 ， 聖 典 とそ の 地 方 の様 子 を調 べ て み て ， 幾

つ か の 考 え が 浮 か ん だ 。 一

1.リ ア ホ ナ が 「荒 野 で 行 くべ き方 向 」 を指 す(1ニ ー フ

ァ イ16：10)こ とは， そ こ で 海 に 乗 り出 した り， 東 へ 山 の

中 に分 け 入 っ た りす る の で は な く， 南 々 東 の 方 向 に 進 み 続

け るべ き こ と を， リー ハ イ の 一 行 に知 らせ る もの で あ っ た 。

この 方 向 は 比 較 的 安 全 な 香 料 街 道 と 符 合 して い た 。

2.し か し こ の 街 道 の 幅 は 海 岸 沿 い の 平 原 の 幅 と同 じで あ

り， 最 も広 い 所 で77キ ロ に 達 した 。 ら くだ の え さ を捜 す 隊

商 は も ち ろ ん こ の幅 全 体 を使 っ た こ とだ ろ う。 海 岸 線 を も

う少 し下 っ て ， シ ェ ゼ ル を越 え て か ら， ニ ー フ ァ イは リア

ホナ が 「荒 野 の 中 で 一 番 土 地 が 肥 え た とこ ろ 」(1ニ ー フ ァ

イ16：14)を 指 した と具 体 的 に 書 い て い る 。 こ れ は 雨 で よ

く育 っ た草 の あ る 所 や ， 水 の豊 富 な 池 ， あ る い は 人 が あ ま

り使 っ て い な い 池 の あ る 場 所 を指 す の で あ ろ う。

3.ニ ー フ ァ イが 新 し く木 で作 っ た 弓 で獲 物 を と りに行 こ

う と し た 時 に ， リア ホ ナ は 重 要 な役 割 を果 た した 。 ど の 方

角 に行 け ば よ いか 尋 ね た ニ ー フ ァ イ は ，「山 の 頂 き ま で 」導

か れ， 結 局 そ こ で 獲 物 を得 た 。(1ニ ー フ ァ イ16：30-31)

4.ニ ー フ ァ イ は一 行 が 移 動 を続 け て い る 間 ， リア ホ ナ の

指 示 が あ っ た こ とに つ い て 触 れ て い な い が ， 一 行 が 「初 め

とほ ぼ 同 じ道 筋 」 を進 ん で 行 っ た(1ニ ー フ ァ イ16：3)

の は ， 明 らか に 特 に 指 示 が な か っ た た め で あ っ た 。



5.さ らに南東に下って香料街道が分岐 して，一つは南の

にぎやかな町のある方へ， もう一つは東のず っと困難な道

に向かっている岐路にきた時，一行はどちらに行 くかを決

定 しなければならなかった。ここで 「東」に向かうべ きで

あると指示 したのはやは りリアホナであろう。

リアホナから与えられた最初の指示に従って， リーハイ

はレ ミュエルの谷の宿営 をたたむように命 じた。一行はレ
ーマンの川を越え，「四 日の間」「ほぼ南南東の方角」へ進

み，彼らがシェゼル と名づけた所へ来た(1ニ ー ファイ16

;13)。 この旅によって，一行は紅海の沿岸を下 り，テ ィハ

マ と呼ばれる地に至った ものと思われる。アカバか らアル・

ベ ダまでの115キ ロが荒 野の中の3日 路 である とす れば

(1日38キ ロ)，4日 路の距離は154キ ロに達す るであろう。

これが正 しいとすれば，一行は大体ワジ ・アル ・アズラン

まで来たことになる。 これは長 い間紅海沿岸の平原の中で

重要 な大 きいオアシスであ って，シェゼルの地であったか

も知れない。この地域は東のゆるやかに隆起する山々 と西

の青々 とした紅海にはさまれた肥沃な砂地であった。この

経路は もちろん海岸沿いの古代の香料街道であって，都市

で育 った旅人がたどって行 くのに何の問題 もなか った。

この海岸沿いの平原 を進んでいる間，一行が内陸に向か1

う余地は全 くなかった。井戸が紅海沿岸に しかなか ったか

らである。手で苦労 して掘 り，石で壁 を築いた井戸が沿岸

全体 を通 して見受けられた。砂漠では伝統的に水は神か ら

人に与 えられた贈 り物 と見なされでお り，ひとり占めに し

てか くす ものではな≦，飲み，喜び， どん どん客人に分け

与えるべきもの と考えられている。水は砂漠におけ る命で

ある。 リーハ イは家族 と動物に飲ませ る水なしに遠 くへ旅 ・

行す ることはできなかった。

8年 間の植物の成育期の内，何回かは作物を植えるのに使

われたとする私たちの考えが正 しければ， リーハイは灌概

の水 も手に入れなければならなかったに違いない。私たち

は街道に古代の井戸，泉，ため池をた くさん見かけた。そ

していずれ もそばに最近掘 った井戸が並んでいた。時々，

絶えず水が流れ出ている泉 を見かけることもあった。そこ

には溝が掘 られてお り，貴重 な水 を最 も効果的に使えるよ

うに工夫 されていた。真水の出る所で近 くに人や動物のい

ない所 を見かけたことはただの一度 もなかった。

リーハ イがたどった と思われる経路 を，サウジアラビア

の自然資源省が作った大縮尺地図で見ると， その経路全体

で古い型の泉または井戸が118個 あった。この地図では，

何千年 もさかのぼる昔に人の手で掘 った井戸 と，過去数+
噺、

年の間に機械で掘った井戸 を区別 している。今 日その経路

上にある昔掘 られた井戸が， リーハ イの時代に も大体同じ
'であ

ったと仮定すれば，平均 して井戸 と井戸の間隔は29キ

ロであり，井戸から井戸まで水のない間隔で最 も長い所は，

106一キロであることがわかった。地図に よるとアカバか ら

サララまでの間で，水が非常に少な く，旅行が困難である

と思われる部分が2箇 所 あった。そのひとつは，サウジア

ラビアのジッダからアル ・クンフダまでの部分である。後

アブハ 地方 。 リーハ イ はこ こで東 に方 向 を転 じた と思 わ れ る。 ここ

は高 い山 々が連 な るため， 「荒野 を旅 して多 くの歎難 」(1ニ ー フ ァ

イ17：1)に 出会 っ たので あ ろ う。 この幅 の狭 いワ ジ は，紅 海 か ら

ア ブハ 台地 に通 じる古代 の道 の ひ とつで あ る。

者 は イ シ メ ル の 死 ん だ ネ ホ ム の リー ハ イ の 宿 営 地 で あ る と

考 え られ る。 こ こ で は水 が 得 られ る地 点 は 平 均38キ ロ離 れ

て い た 。 も うひ とつ の水 に 乏 し い部 分 は ， 東 に 向 か う部 分

で ， サ ウ ジ ア ラ ビ ア の(ネ ホ ム に近 い)ナ イ ラ ンか ら オー

マ ン の サ ラ ラ まで の 道 で あ る 。 こ こ で は 水 は 平 均42キ ロ離

れ て 存 在 し た。 ニ ー フ ァ イ の 記 録 に よ る と， 一 行 が と っ た

経 路 の 内 ， こ の2つ の 部 分 で最 も厳 し い苦 難 を受 け た よ う

に 見 え るの は，非 常 に興 味 の あ る こ とで あ る 。(1ニ ー フ ァ

イ16：20，17：1)

折 れ た 弓

モ ル モ ン経 は ニ ー フ ァ イ と兄 弟 た ち が ， 弓 ， 矢 ， 石 投 げ

器 ， 石 を使 っ て 野 【生の 動 物 を殺 し た と告 げ て い る(1ニ ー

フ ァ イ16：23)。 現 地 の案 内 人 の ひ と りは ，若 い 頃 銃 を撃 つ

の が 好 きだ っ た の で ， 何 百 頭 もガ ゼ ル(小 型 の か も しか)

を し とめ た と言 っ て い た 。 ま た 丘 陵 地 帯 に は 野1生の ろ ば ，

ガ ゼ ル ， 大 か も しか ， 野 【生や ぎ， は と， らい ち ょ う， や ま

うず ら， 野 性 の牛 ， 野 うさ ぎ， あ る い は や ぎ， 馬 ， ろ ば ，

ら くだ ， 犬 な ど の 家 畜 と し て 飼 わ れ る動 物 もい る とい う こ

とで あ る 。 普 通 犬 は 野 う さ ぎ をつ か ま え る よ うに 訓 練 され

た 足 の 速 い グ レー ハ ウ ン ド種 の 猟 犬 で あ る 。 この サ ル キ ス

と呼 ば れ る 犬 は 遊 牧 民 の 間 で 人 気 が あ り， ほ とん どの家 庭

で1匹 は 飼 わ れ て い る。リーハ イの 一 行 は 恐 ら く食 用 と して

は考 え な か っ た と思 わ れ る が ， 現 地 の 動 物 誌 の 中 に 入 っ て

い た もの に ，狼 ，ジ ャ ッ カル ，ふ くろ う，蛇 が い る。ユ ダ ヤ の

食 習慣 で許 され て い た い な ご(レ ビ11：21-22)も こ の 地

域 に い る。 ベ ドウ ィ ン に と っ て い な ご は ご ち そ うで あ るの

で ， 彼 ら は そ れ を干 し て一 年 中 い つ で も 食べ られ る よ うに

蓄 え る。 犬 もい な ご を喜 ん で 食べ る。 数 年 に一 度 しか訪 れ

な い 「い な ごの 季 節 」 は， 砂 漠 の 住 民 に とっ て ち ょっ と し
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ジ ッダの造船所 。アラ ビア船 が，手工具 を使 って建 造 されてい る。 その設 計図 は船大工 の脳裏 に描 かれてい る。

中国やザ ンジバル， イ ン ドへ歴 史的 な航 海 を したの はこの大 きさの船 であった。(写 真上)

た 感 謝 の 時 で あ る。(ウ ィ リア ム ・トレー シー 「バ イオ レ ッ

ト ・デ ィ ク ソ ン との 談 話 」 ん η〃κoW∂7嗣1吻 即9ゴ駕 ア ラ

ム コ ・ワー ル ド ・マ ガ ジ ン，1972年11-12月 ，23：17)

紅 海 の 沿 岸 を旅 行 して 近 代 の ジ ッダ の 近 くに 来 た 時 ， 私

た ち は ニ ー フ ァイ の 鋼 の 弓 が 折 れ ， 兄 た ち の 木 の 弓 も弾 力

を失 っ た わけ が わ か っ た よ うに 思 われ た 。(聖 書 に 出 て く る

鋼 の 弓 に つ い て は ， サ ム エ ル 下22：35， 詩 篇18：34， ヨ ブ

20：24参 照)弓 が 折 れ る と い う事 故 が 起 こ っ た の は ， 一 行

が 「何 日 も何 日 も」 旅 を し(ニ ー フ ァ イ は1ニ ー フ ァ イ16

：15，16：17の2節 で2回 同 じ表 現 を繰 り返 して い る)， し

ば ち く休 む た め に 天 幕 を 張 っ た後 の こ と で あ っ た 。 休 む た

め に天 幕 を張 っ た の は ， 女 子 供 を伴 っ た 一 行 に とっ て 自 然

な こ とで あ っ た 。 ニ ー フ ァ イ に よ る と， 弓 の折 れ た こ の 宿

営 地 を 出 て ネ ホ ム に 着 く まで に一 行 は再 び 「何 日 も何 日 も」

旅 を して い る の で(33節)， この 宿 営 地 は シ ェゼ ル とネ ホ ム

の 真 中 ぐ らい に位 置 し て い た の か も知 れ な い 。 と い う こ と

は ， この 事 故 は ， サ ウ ジ ア ラ ビ アの ジ ッ ダ の近 くで起 こ っ

た とい っこ とに な る 。 こ の あ た りの 環 境 は ， 高 い 気 温 ， 湿

気 ， 砂 ， 塩 の 恐 ろ しい 組 合 せ で ， そ の 作 用 は 鋼 を も破 壊 す

る力 を持 っ て い る 。数 ヵ 月 の 内 に 自動 車 の フ ェ ン ダー に 穴

が あ くの を 見 て 私 た ち は 胆 をつ ぶ し た。3月 か ら11月 まで

は容 赦 の な い 暑 さ で あ る。1月 の後 半 に 入 っ て も気 温 は29

度 まで 上 る。 湿 気 は一 年 を通 じて平 均 約60パ ー セ ン トで ，

15年 の 周 期 で訪 れ る 多湿 の 年 に は， 一 年 中 平 均 して92%に

も達 す る。 ペ ン キ を 塗 っ て い な い金 属 は お よ そ そ の よ うな

条件 に 耐 え られ な い 。・私 た ち は そ の 地 方 の建 物 に も造 船 所

に も金 属 が 使 わ れ て い るの を あ ま り見 か け な か っ た 。

同 じ こ とが ニ ー フ ァ イ の 弓 に も起 こ っ た の だ ろ うか 。 さ

び で 弱 っ た ため ， ニ ー フ ァ イ が 限 度 ぎ り ぎ りま で 弓 を 引 い

た 時 に ， ぽ き っ と折 れ た の か も知 れ な い 。 兄 た ち の 弓 が 同

じ頃 に 弾 力 を失 っ た の も， 気 象 条 件 で 説 明 で き る 。 木 製 の

弓 は エ ル サ レ ム 周 辺 の 乾 燥 した 地 方 で は い つ ま で も弾 力性

に 富 み， 強 力 で あ り得 た 。 しか し紅 海 沿 岸 の 湿潤 な 気 候 の

も とに 何 年 もお か れ る と必 然 的 に湿 気 を吸 収 し， 遂 に は 若

木 の よ うに 柔 らか くな っ た の で あ ろ う。 実 際 私 た ち が 知 り

合 っ た 人 々 も木 製 の 所 持 品 に つ い て 同 様 の 経 験 を した と何

度 も言 って い る。

こ れ は ニ ー フ ァ イ が 直 面 した 問 題 で あ っ た 。 しか し彼 は

新 しい 弓 を作 る ため の 木 を発 見 した， と記 録 し て い る(1

ニ ー ア ァ イ16：23)。 わ れ らの 考 古 学 者 の 友 人 サ リム ・サ ア

ドは， ジ ッ ダ の 周 辺 に は え て い る ざ くろ の 木 か ら よい 弓 が

作 れ る と熱 烈 な 口調 で 話 し て くれ た 。 こ の 木 は 中 東 の ど こ

に も生 育 し， 塩 気 の あ る水 で も育 つ 。 ざ くろの 木 は 比 較 的

ま っ す ぐな 木 で ， 木 目が 細 か く， きわ め て し なや か で 同 時

に 強靱 な 果 樹 で あ る 。

ジ ッダ は リー ハ イ の 時 代 に は 恐 ら くほ ん の 小 さ な 村 で し

か な か っ た こ とだ ろ う。 しか し今 日の ジ ッダ は 人 口50万 の

大 都 市 で あ る 。 と こ ろ が ほ ん の25年 前 に は ，「2本 の 木 を持

っ て い る 人 に」 と い う宛 名 だ け で， 実 際 に 手 紙 が 配 達 さ れ

た もの で あ る 。 しか し今 日は 町 中 に た くさ ん の 木 が あ る 。

古代 の香料 街道 には，絵 や文字 の描か れた岩が方 々にあ る。疲れ た旅人 が気 晴 ら しに描 いた

この落書 きか ら，近 代 の考古学者 は古代 の貿易路 をはっ きり知 るこ とが できた。(写真右下)

'サウジアラビア
の石造 りの井戸。水は砂漠の生活に欠かせない。水のある所には

人が住み，水のない所には人が住めない。旅 をするのも危険である。ベ ドウィンは

井戸から井戸へと渡 り歩く。 リーハイも同様であったと思われる。(写真左下)

ジ ッ ダの 造 船 所 で は ， 人 々 が 手 で厚 板 を け ず り， 手 動 の

穴 あ け 機 や の こ ぎ り， 手 お の， お の を使 っ て 竜 骨 や 船 首 の

形 を 作 っ て い る の を見 た 。 ま た 硬 材 に 錬 鉄 の き り先 をつ け

た手 動 の 穴 あ け 機 を首 尾 よ く購 入す る こ とが で き た 。 こ れ

は 弓 形 の 道 具 に縛 って あ る革 ひ も を 巻 きつ け て 回転 させ て

使 う もの で あ っ た 。 私 た ち現 代 人 の 目か ら見 れ ば ， 原 始 的

で， 扱 い に くい 道具 の よ う に思 わ れ た が ， 目の 前 で あ っ と

い う間 に 硬 材 の 厚 板 に3つ も穴 を あ け るの を 目撃 した 。

私 た ち は 沿岸 北 部 の ヤ ン ブ の 造 船 所 で 古 い 型 の の こ ぎ り

が 使 わ れ て い る の を見 て ， や は り胸 を踊 らせ た 。 鉄 製 の 刃

は木 枠 の 中 に ぴ ん と張 られ て い た 。 そ の 作 りは ， 刃 の 両 端

の 枠 木 を一 本 の 紐 で 結 び， そ の紐 を通 して あ る棒 をね じっ

て 刃 をぴ ん と張 っ て い るの で あ っ た 。 これ も一 見 原 始 的 に

見 え た が ， 驚 くほ ど容 易 に 厚 い 板 材 を さ っ と切 っ て しま っ

た 。

私 た ち は ニ ー フ ァ イが 自分 の 造 船 につ い て ，「人 の知 っ た

や り方 で材 木 を加 工 す る こ と も な く」 と説 明 し て い た の を

思 い 出 し た(1ニ ー フ ァ イ18：2)。 沿 岸 の 造 船 所 で ニ ー フ

ァ イ が 造 船 に つ い て 多 くの 知 識 を得 た こ とは 明 らか で あ る 。

そ れ で ， 主 の 方 法 に 従 っ て 建 造 し た ニ ー フ ァ イ は， 自分 が
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サ ララの浜辺 の小舟。筆者 は， ニー ファイが船 を建造 して，ア ラ ビ

▼ア海 に進水 したの は， この浜辺 であ ると考 えてい る。

▲中東のいち じくの木。ヨーロッパやアメリカに見 られる広葉樹 とは

異なり，少量の水と，多くの太陽光線と高温によって生育 し，実 を

結ぶ。

「人 の 方 法 」 とは 違 っ た 方 法 で 造 っ た こ と を知 っ て い た の

で あ る。

私 た ち は船 を造 る人 々 の 技 術 に 驚 嘆 した 。 彼 らは 船 の 肋

骨 を形 作 る 時 ， 求 め る 曲 線 に 自然 に まが る木 の 大 枝 を慎 重

に選 ん で， 小 さ な手 斧 で 削 りな が ら正 確 な 形 に して い くの

で あ っ た。 彼 ら は作 業 を す る時 足 と足 の 指 を使 い な が ら木

を支 え て ， 木 の 自 然 の 曲線 を保 持 した 。 私 た ち は 紅 海 を見

つ め な が ら， ニ ー フ ァ イが も う少 し詳 細 に書 い て い て くれ

た ら どん な に よか っ た だ ろ うか と思 っ た もの で あ る 。

食物

旅をしなが ら，私たちは食物につ いての情報 をた くさん
蜷、

集めた。古代の砂漠の住民は今 日のべ ドウィンが食べてい

る食物 と同じものを食べていたことは明らかである。私た
'ちはイ

スラエルの博物館で，少なくとも紀元前1千 年にさ

かのぼる昔に当地で収穫iされた産物 を見た。その中に大麦，

小麦，にんに くの球茎，なつめや しの種，ひ ら豆，オ リー

ブ，堅果， どん ぐりが含 まれていた。これらが皆 リーハイ

の時代 に普通に食用 として用いられたことは確実である。

上の産物は今 日の生活の必需品であるが，古代において も

同じであった。中東の歴史家で もある私たちの友人は，砂

漠における生活様式の主な部分は何世紀 もあま り変わって

いない と何度 も語っていた。直接アラビア半島を訪れた古

代の著述家は皆例外な く，オアシス，村々が代々存続 した

こと， リーハイが通ったと思われ る街道全体 を通 じて遊牧

民族が移動 したことを記録 している。

食物の名前を集めていて，私たちは らくだを見過 ごしに

できないことに気がついた。砂漠に住む者にとってらくだ

は 「砂漠の船」以上の存在である。らくだは生活様式を表

わす もの，神か ら与 えられた特別な贈 り物であ り，非常に

重要な動物であって， らくだの無数の種類，状態，成育過

程 を表現す るアラビア語が700以 上 もある。らくだの寿命

は40年 から50年 で，雌のらくだは子 を産んだあ と4年 も乳

を分泌する。ベ ドウィンはらくだの ミル クとなつめやしし

か食べ るものがなくても，何 ヵ月 も何年 も生 きることがで

きる。 らくだの ミルクは きわめて貴重な ものであるので，

らくだの子供にも連続 して飲ませ る期間は6週 間 くらいで

ある。その後は母ら くだの乳房 を皮の袋でおおって，子供

には 日に1回 か2回 しか吸わせない。そうすると，子供の

らくだは問 もな く乳離れす る。

サ ウジアラビアのアブハに住むシェイク ・ヘルワン ・ハ

ブタルによると，人ひとりを砂漠で養iうには4頭 の らくだ

がいると言 り。そこでもしリーハイが全 くらくだの世話に

だけ頼って生きようとすれば，少な くとも20人 はいたので，

その一行 を養 うのに相 当数の らくだを要 したはずである。

しか し一行が このべ ドウィンの生 き方に完全に従った とは

考 えられない。 というのは，野性の動物 を狩 り，あちこち

の居住地で作物 を植えたと思われるか らである。

ニー ファイが 「生の肉」(1ニ ー ファイ17：2)を 食べた

と書いているの を読んで私たちは当惑 し，不快感 を覚えた。

だか ら私たちの友人アンギー ・チュクリからこの同 じ生肉

のエ ジプ トのごちそうをふるまわれて，カイロでこれを食

べた時は驚いてしまった。私たちが想像 したように血の し

たたるものではなか った。にんに くや他の調味料で味つけ

がされていた。屋外で 日光にあてて，色が褐色になるまで

乾燥させた ものであった。しか し内側は ピンクがか った赤

で，かむと柔 らか く，薫製 肉のような固さはなかった。も

ちろんにんに くのにおいが とても強か った。 しか し味はよ

く，生肉を食べ ることは大変つ らいことであるという考え

を持たないようになった。後に私 たちはエジプ ト， ヨルダ

ン，サウジアラビアの市場で生肉を売っているのを目撃 し

た。ボローニャソ「ヤージのように大 きなかたまりで，ア

ンギーか らふるまわれた肉とほぼ同 じ味がつけられていた。

特に私たちに興味があったのは，アラブの人たちがこれを
「生肉」を意味す るバステルマ とい う名前で呼んでいたこ

とである。 これはニーファイの使った言葉が単に記述的な

ものではなく， 固有名であったのではないか という思いを

抱かせ る。一行が紅海沿岸か らバウンテフルまで内陸の危

険な道 を行 く間，火を使わな くて もよいように，主が彼 ら

の食物 を 「おいしく」されたのは.，上のような方法 または
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同様 の 方 法 に よ っ た の だ ろ うか 。

ネボム

リーハイの移民団は紅海の近 くをずっと南へ旅 し，最後

に 「ネホムと言 うところ」に天幕を張ったとニーファイは

記している(1ニ ーファイ16：34)。 一行が再び移動 を開始

した時には，「また荒野の中を旅 して行ったが，この時か ら

はほぼ東の方へ進んで行 った。」(1ニ ーファイ17：1)香

料街道は北緯19度 で東に折れる。ネホムがあったと思われ

る所はここである。

北緯19度 の近 くにある今 日の村は，サウジアラビアのア

ル ・クンフダである。イシメルはこの近 くで埋葬 された ど

思われる。従 って，私たちは当然のことなが ら， この辺 り

の人々の葬儀 と埋葬の慣習を観察す ることに した。

ネホムがあったと思われる地点から東 を向 くと，紅海の

海岸沿いに高 くけわ しい山脈が連続し，海の高 さか ら急に

3，000メ ー トルもの高さに達す る地勢であった。古代の香

料街道のひとつは大体この辺 りで海岸か らそれ， ワジ ・ア

バビシ(図2参 照)を 通 り山々の峰を越 えて，スダの村に

達している。そして他の街道 とアブハの隊商の町で合流す

る。この町は標高1，800メ ー トルでサウジアラビアのこの

地方きっての都市である。

との辺 りの地勢 を見ても， リーハ イが この近 くで東に向

きを変えたことを納得することができる。ほかに街道がな

いことが事実上 この見方を保証 している。岩に刻まれた文

字や絵が，強い 日光や風にさらされながら残っていること

も，隊商が何百年 もここを通過 したことを証言している。

私たちはアブハで並はずれた人物に出会った。 しか も丁

度そのような人を必要 としていた時であった。アメ リカの

大学で政治学 と経済学の両分野で修士号 を取ったヘルワン・

ハブタルは，私 たちを自分の家に案内 し， そこで彼の家系

を，22代 さかのぼって復唱して くれた。その夜丁度彼 を訪

サ ララに生 育 す るいち じ くの木 。サ ラ ラはア ラ ビア海岸 沿 い で材木

と して使 え る大 木 を産 す る唯 一 の土地 で あ る。

ねていた3人 の人 も興味 をそそられてそれぞれ13代 ほどさ

かのぼって系図を朗唱 して くれた。それをテープに取 りた

い と言 うと彼 らは喜んだ。

市場の開 く火曜 日にアブハにいたことは幸運であった。

市場が火曜 日に開かれることは， もう何百年 も昔か らの慣

習で，いつから始 まったのかハブタル氏 も知 らなかった。

蜂蜜を売 る場所，香料を扱 う場所，ほかに没薬，果物，野

菜，布，衣 服，ろば，羊， らくだを売る場所がそれぞれあ"

った。

私たちはまず香料 と没薬 を売っている所に注 目した。香

料は小指 の先ほ どの大 きさの金色の固ま りで入荷する。他

方没薬は赤みがか った褐色 をしてお り，岩の ような固まり

あるいは削 りくずの姿で入荷する。香料は比較的安価であ

った(450グ ラム数 ドル)が ，没薬は 「薬品」 どして使用さ

れるので，香料よ り高価であった。生まれたばか りの赤ち

ゃんは皆水に とか した没薬 を味わわされ，人生には辛苦が

待っていることを警告 される。、また，病気の子供のそばで

つ り香炉で没薬 をた くと，早 く回復すると信 じられている。

エルサレムにいた45歳 になるひとりのアヲブ人は，子供 の

時病気にかかると没薬 をたいた皿の上 を跳び越すように母

親か ら言われたことを話 して くれた。これで私たちは博士

たちが赤児イエスに没薬を持 ってきた理由 と思われる解釈

を一つ得た。それはマ リヤが赤児を守 るのを助けるためだ

ったのである。 ・

前に触れたように ・(聖徒の道，1977年7月P・321)， リー

ハイは当時 も今 も人口密度の高いイェーメンとハ ドラマウ

ト.の峡谷 を避けて進んだ。今 わかる限 りでは， ミネア人が

紀元前1，200年 に最初 にここに王国を築 いた。 ミネア人の

後に当地 を継いだのは，サベ エ人で， リーハイの時代に こ

こを治めていた。

リーハイがイェー メンとハ ドラマウ トを通 らなか ったこ

とを示す証拠がほかに もある。ニーファイはこの間生の肉

を食べ，火は一切使わず，「多 くの銀難をふみこえて」進み，

ついに海岸沿いの肥沃 な地に着いた と記 している(1ニ ー

ファイ17：1-5参 照)。もし彼 らが，さらに南下 してイェ
ー メンを通る香料街道の幹線の方を旅行 していれば，ほ と

んどいつ も肥沃 な地方を通過 していたことだろう。

リーハ イとその一行 は， そこを通 らずにほぼ東に向かい

(聖徒の道，7月 号p.321)， 南側 を行 くより短いが，大無

人地帯のただ中を走る，香料街道の中で も最 も困難な部分

を旅 したのだった。これは地上最大の砂漠である。香料街

道はこの大砂漠の南端を走っている。私たちは 自動車では

な く飛行機でこの地域の一部を通った。たまに草や灌木が

見られるだけで，あとは木のない，岩だ らけの月面のよう

に不毛な土地であった。地震で割れ，風雨の浸食作用 を受

けた岩が，荒れたワジに散乱 していた。ワジのあちこちに

水た まりがあった り，水の流れているのが見えたことか ら

推測 して，私たちは雷雨のあったす ぐあ とを飛んだのに違

いない。(次 号へ続 く)



会の標準聖典に種々の運動競技に教
触れた聖句があることを知 っても，

皆 さんの多くはさして驚 きはしないだ

ろう。教会の卓越 した教師のひ とりで

あるロバー ト・マシューズの研究は，

使徒パウロがその手紙の中で何度か使

っている運動用語の数々に私 たちの注

意を引 くものである。彼はその著書の

序文で次のように論評 している。
「コリン トでは(当 然その他の町で

も)2年 毎に，徒歩競争，ボクシング，

跳躍， レス リング，や り投げ，円盤投

げ，戦車競争など， ギリシャ人の愛好

す るあらゆるスポーツが行 なわれてい

た。賞はただの花冠や葉冠，松の小枝，

つたの葉に過 ぎなかったが，賞 を得た

者は故郷の町で大いなる誉れを受け，

歓迎 された。また， これらの行事に参

加する資格 を得，実際に参加するため

には，苛酷なまでの厳 しい訓練 と豊富

な練習量が要求 された。競技 をす る者

謹

は，勝利者 となるために，単なる楽 し

み以上に，絶えず猛烈な努力を払 うこ

とによって自らを鍛練 しなければなら

なかったのである。パ ウロは福音 を宣

べ伝えるに当た り，上に述べたような

運動競技に幾つか触れている。パウロ

はボクサー，闘士，競走者およびその

走路について述べ， また獣類 と格闘す

る剣闘士，勝利者の冠， 目標，賞，厳

しい訓練，適切 なコンデ ィション，出

発係，審判者， とりわけ競技に勝つ と

いう意志について述べている。無論，

初期のキ リス ト教改宗者はこれ らの行

事や競技に通 じていた。そこでパウロ

は，運動用語を使 って聴衆に福音 を生

活に取 り入れるよう勧め， とりわけ自

己訓練 と自制の大切 さを示 した。」

マシューズ兄弟は続いて，パ ウロは

当時のギ リシャの大競技場の どこかに

立 って，マラソン選手が まとっていた

よろいをはずす様をじっと見ていた と

・ 講 緻 鰐 。、
、 胃 京'：

識

思われると述べている。当時，マラソ

ン選手はよろいをつけたまま練習し，

本番の競争 を前にはずすのが習わしで

あった。スターターの合図で，選手は
一勢 に一路42 .195キ ロの道の りに挑ん

だ。近隣の村々を走 り抜け，田舎道を

ひたす ら走 り，競技場 まで帰って くる

のである。そして競争の最後に，審判

員が勝利者に賞を撰 けるのであった。

パウロは恐ら くこのような競争 を見て

いて，人生 というものを深 く見通 した

のであろう。パウロは次のように述べ

ている。
「いっさいの重荷 と

，か らみつ く罪

とをかな ぐり捨てて，わたしたちの参

加 すべ き競争 を，耐 え忍んで走 り抜こ

っではないか。

信仰の導 き手であ り， またその完成

者 であるイエスを仰 ぎ見つつ，走ろう

ではないか。」(ヘ ブル12：1-2)

パウロは，スポーツは訓練 を通 じて

最 も大切 なものすなわち勝つ という意

志 を与えるものであると理解 していた。

パ ウロは，競技の優勝者が勝利の栄冠

を頭にす るのを目にした。また，彼 ら

が授かる花冠 を見た。そしてさらにパ

ウロ自身がいつか勝利を得，最 も大い

なる冠すなわち永遠の生命の冠 を授か

るの を見た。パ ウロは競技の優勝者た

ちが勝利 を得 るためにいかに努力 を積

んだか，またいかに熱心に元気よ く競

技に臨んだか知 っていた。そしてパウ

ロは，キ リス ト教徒 も彼 らと同 じであ

るこ とを理解 していた。例 をあげての

パウロのこの説明は，それが宗教的な

入生の競技
蟻、
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意 味 を持 って い る こ とか ら特 に ふ さ わ

しい もの で あ る 。 イ土 ス の よ うに パ ウ

ロ も ま た， 日常 の 出 来 事 を使 っ て 目に

見 る よ うな 説 明 をす る才 に長 け て い た 。

パ ウ ロ は， 福 音 の 場 合 も運 動 競 技 と同

様 ， 勝 利 の 代 価 は 不 断 の 努 力 と 自 己訓

練 と全 くの 献 身 とに か か っ て い る こ と

を指 摘 して い る 。

彼 の 手 紙 か ら引 用 して み よ う。 こ れ

は ， パ ウ ロが コ リン トの 人 々 に 書 き送

っ た もの で あ る 。

「あ な た が た は 知 ら な い の か
。 競 技

場 で走 る 者 は ， み な 走 りは す る が ， 賞

を得 る者 は ひ と りだ け で あ る 。(無 論 ，

コ リン トの 人 々 は こ の こ と を理 解 した

だ ろ う。)あ な た が た も， 賞 を得 る よ

うに 走 りな さ い 。」 パ ウ ロ は ， す べ て

競 技 をす る者 は 何 事 に も節 制 をす る と

言 っ て い る。 彼 ら は わ ず か ば か りの小

枝 や 花 の 朽 ち る冠 を得 る た め に そ うす

るが ， 私 は 朽 ち な い冠 を得 る た め に そ

うす る。 従 っ て ， 私 は パ ウ ロ が 言 っ て

い る よ うに 目標 の な い よ うな 走 り方 を

せ ず ， 空 を打 つ よ うな 拳 闘 は しな い 。

す な わ ち ， 自分 の 体 を打 ち た た い て服

従 させ るの で あ る 。 そ う し な い と，'ほ

か の 人 に 宣 べ 伝 え て お き な が ら， 自分

は 失 格 者 に な るか も知 れ な い(1コ リ

ン ト9：24-27参 照)。

次 に， 友 人 の テ モ テ に 宛 て た 言 葉 に

注 目 し よ う。 パ ウ ロ は こ う書 い て い る。

「わ た しは 戦 い を り っ ぱ に 戦 い ぬ き
， 、

走 るべ き行 程 を走 りつ く し， 信 仰 を守

り とお した 。 今 や ， 義 の 冠 が わ た し を

待 っ て い るば か りで あ る 。 か の 日に は ，

公 平 な 審 判 者 で あ る主 が ， そ れ を授 け

て 下 さ るで あ ろ う。」(IIテ モ テ4：7

-8)パ ウ ロ は ま た テ モ テ に
，競 技 を

す る者 は ， 規 定 に 従 っ て競 技 を し な け

れ ば ， 栄 冠 は得 られ な い と も言 っ て い

る(IIテ モ テ2：5参 照)。 こ れ は，

短 い言 葉 の 中 に 重 大 な 意 味 を持 つ 偉 大

な 説 教 で あ る 。 人 生 は 数 々 の 興 味 あ る

規 則 お よび 規 定 か ら成 っ て お り， 競 技

の 規 則 お よ び規 定 に従 っ て 競 技 を して

初 め て 人 は 勝 利 者 に な れ る の で あ る 。

世 はあなた方の持てるものを

必要 としている

私たちがこの地上に送 られてきたの
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は，非常に大切 な競技をす るためであ

る と言って もよい。 しか しこの競技に

は素晴 らしい規則 と規定が伴っている。

私は，常識 と分別があ り， コーチの言

葉 に従 うことのできる皆さんに，私た

ちにはスペンサー ・W・ キンボール と

い う偉大 なヘ ッ ドコーチがいることを

証 申し上 げる。皆さんは彼の言葉は も

ちろん，十二使徒定員会なちびにすべ

ての教会幹部，監督，ステーキ部長，

指導者，素晴 らしい教師たちの言葉を

耳にしてきた。皆 さんは彼 らが こぞっ

て皆 さんを欺 くために選ばれていると

思っているだろうか。それ とも，皆さ

んが よく規則を守 りなが ら人生の計画

に従 うことがで きるように，この時期

に，皆 さんを助けるために彼 らが与え

られていると考えているだろうか。私

は後者である と思 う。そこで，私は人

生の計画 とい う競技の選手である皆さ

んに，賢明な勧告に聞き従 うようチャ

レンジするものである。皆 さんは人生，

い うなれば人生の競技で，次のふたつ

の事柄 を行なわなければな らない。

(1)世が皆さんに挑んでい く様々のチャ

レンジに対処できるよう自らを備え，

(2)その準備ができたならば， こあ世界

を住み心地のよい場所 とするために，

自分の持っているもの を世の人々に分

かち合わなければな らない。

私たちの教会は伝道の教会である。

皆さんも御存知の ように，聖典には天

父が御子 を通 じて下 された勧告が満ち

あふれている。その中か ち1，2例 を

あげてみよう。 どれも私たちが よく知

っていることである。教義 と聖約の64

章には，予言者ジョセブ ・ス ミスに与

えられた啓示が記されている。この啓

示は教会が組織されてか ら問 もない，

1831年9月 に与えられたものである。

当時教会員の数は多 くなか った。そ し

て彼 らには分かち，与 え，教 えるとい

う実に重大な責任があった。主は予言

者に次のように言っておられる。
「この故 に汝らは主の代理人なれば

主の用向を有てる者な り。されば，何

事にまれ主の意に従いて汝 らの為す と

ころはすなわち主の業務 なり。

主は聖徒 らがシオンの地に於 てゆず

りを得んために，末の世 に於て汝 らを

置きて彼 らの必要 なる物を与えしむ。」

(教義 と聖約64：29-30)

ここで皆 さんにひとつお尋ね したい。

もし私たちがゆず りを与えなかったな

ら，彼 らはどのように してそれ を得 る

だろうか。 また，喜んで積極的に与え'

る場合は どうだろうか。主は続けてこ

う語っておられ る。 い
「見 よ，主われ汝 ちに述ぶ。 されば，

わが言は確に して彼 らのゆず りを受 く

るは過 ちなし。

されどすべ てのことは，その時節至

りて成 らざるべからず。

この故に善 を為すに うむ ことなかれ。

これ汝 ら今偉大なる一事業の基礎 を置

きつつ あればな り。それ，小 なる事 よ

り偉大なる事起 る。

見 よ，主は真心 と喜びて事 に従 う精

神 とを求む。喜びて従順に従 う者たち

は， この末の世に於てシオンの地の善

きものを食わん。」(教 義と聖約64：31
-34)

個人的なことで申し訳ないが，この

ことに関 してひとつの経験 を話させて

い牟だき.たい。話 は1940年 代にさかの

ぼる。私の弟はニューイングラン ドに

伝道に召され，(事 の顛末 は関係ない

のでそれには触れない)ノ バ スコシア

のケン トビル という小 さな町へ派遣 ざ

れた。伝道期間中の大半を弟はその地

で過ごした。 しか しバプテスマの数は

多 くなかった。そのため今でも宣教師

たちの間に見受けられるように，弟は

挫折感 を抱レ、て家に帰 って きた。この

ような時，結果の思わしくなかった弟

に兄が どうするかは言 うまでもないだ

ろう。御 多分に もれず，私 も弟に対 し

て彼の伝道が失敗だったことをいつ も

思い出させていた。 ところがそれか ら

20年 後，弟が伝道に召 されたほぼ同じ

頃，兄の私は同 じ伝道部 を管理するよ

うに召されたのである。赴任 して最初

の地方部大会が ノバ スコシアのハ リフ

ァックスで開かれた時だった。最初の

集会が終わった後，ひ とりの小柄な婦人

が私の ところに来て，こう言った。「ダ

ン長老， ダン長老。デビッ ドとい う名

前のご兄弟はいらっしゃいませんか。」
「ええ，お りますが。」
「彼はニューイングラン ドで伝道な



さ い ま した か 。」

「え え
， し ま し た よ 。」

す る と彼 女 はバ ッ グか ら写 真 を 取 り

出 し， そ の 中 の1枚 を私 に 見 せ て ， こ

う言 っ た 。 「こ の 人 で す か 。」

「20年 前 の です ね
。 そ うで す ， 私 の

弟 で す 。」

「よか っ た わ
。 それ で 今 どち らに?」

「南 カ リフ ォルニ ア に 住 ん で い ます 」

「そ う で す か
。 実 は私 ， 弟 さん と連

絡 を取 りた い の で す 。 私 を こ の 教 会 に

導 い て 下 さ っ た の は あ の 方 な ん です 。」

「ち ょ っ と待 っ て 下 さ い
。 何 か の お

間 違 い じ ゃ あ りませ ん か 。 私 の 弟 は ，

ひ と り も教 会 に ， 導 か なか っ た ん で す

よ 。」

「い い え
， そ れ は 違 い ます わ 。 こ う

言 うの も何 で す け れ ど一 」 そ う言 う と，

彼 女 は6人 の 人 々 を呼 ん だ 。 皆 ， 多 く

の 家 族 を持 ち， ハ リフ ァ ッ ク ス 地 方 部

の 主 力 と な っ て い る人 々 で あ っ た 。「こ

の 方 た ち は 皆 ， あ な た の 弟 さ ん の お 陰

で 教 会 に 導 か れ た の で す 。 主 が 弟 さ ん

を この 地 に 送 っ て 下 さ っ た こ とに 感 謝

して い ます わ 。」

小 さ な こ とか ら偉 大 な こ とが 起 こ る

の で あ る。

あなたの隣人 に教 えなさい

もうひ とつの例 をお話 させ ていただ

きたい。教義 と聖約88章 で主は何 と言

ってお られるだろうか。主は，「その隣
いまし

人を警む る責 任 あ り」(教 義 と聖約88

：81)と いうきわめて簡潔な言葉で述

べておられる。この教会の会員である

とな しとを問わず，皆さんの隣 人は何

であれ警告を必要 としている。

しばらく前のことである。私の知人

が重い病 いに倒れた時だった。私は何

か助けになることがあれば と， ソル ト

レー ク ・シティーにあるベ テランズ病

院に駆けつけた。彼には幾っか問題が
晒あ

ったσ彼は積極的な教会員ではなか

った。皆さんの身近 にも彼のような教

会 員がいるに違いない。

私が病室に入っていった時，彼は驚

いて言った。「どうして私 が ここにい

ることがわかったんですか?」
「主が教 えて下 さったんです よ。」

彼は血液状態の不良が原因で，非常

に衰 弱 して い た 。年 のせ い で衰 弱 は一

段 と ひ どか っ た 。 彼 は 足 首 の ひ ど い 痛

み に も悩 ま され て い た 。 私 が 彼 を病 室

に 見 舞 っ た 時 ， 彼 は ち ょ う ど夕 食 を と

っ て い た の で ， 私 は ベ ッ ドの 端 に 腰 か

け て 話 を した 。 「少 し 足 で も マ ッサ ー

ジ し ま し ょ うか 」 そ し て 私 は 彼 の 足

を マ ッサ ー ジ し な が ら話 を続 け た 。「立

ち 入 っ た こ とで す が 聞 い て もい い で す

か 。 突 然 こ ん な こ とに な っ て ， 驚 い た

で し ょ う。 監 督 は あ な た が こ こに 入 院

し て い る こ と を知 っ て い ます か?監

督 に話 し て もい い で す か?祝 福 を受 け

た ら い か が で す か?」 彼 は す べ て 了承

し て うな ず い た 。 「そ れ じ ゃ， 信 じ て

る んで す ね?」

「い いや
。」

「私 の こ とは 信 じて 下 さ い ます か?」

「信 じ て ます
。」

「じ ゃ
， 信 じる って ど う い う こ とで

す か?」

「わ か りま せ ん
。」

そ こ で ， 私 は ベ ッ ドに 腰 をか け た ま

ま， 彼 に い ろ い ろ と教 え た 。

ほ とん ど の 人 は教 え られ て い な い た

め に知 ら な い し， 理 解 して い な い の で

あ る 。私 は 彼 に 信 仰 に つ い て 簡 潔 に話

した。 福 音 の 第 一 原 則 とは 何 か 。 信 仰 ，

悔 い改 め ， バ プ テ ス マ ， そ れ に聖 霊 の

賜 につ い て 。 こ こ で ， 信 仰 とい っ もの

を振 り返 っ て み よ う。 そ れ は 何 の 信 仰

だ ろ うか 。 言 う ま で も な く，主 イ エ ス・

キ リス トを信 じる信 仰 で あ る。 私 た ち

は 時 々 そ の信 仰 を な いが し ろ に し て し

ま う。 私 は 彼 に そ う した 原 則 を教 え た 。

彼 が そ れ ま で 耳 に し た こ との な い こ と

だ っ た 。 しか し彼 は 教 会 員 の 子 供 と し

て 生 まれ ， 当 時62歳 に な っ て い た の で

あ る 。

も ち ろ ん私 は 彼 を最 初 に 見 舞 っ た 時 ，

同 室 に ほ か に4人 の 男性 の 患 者 が い る

こ とに 気 づ い て い た 。 プ ラ イバ シー の

な い相 部 屋 だ っ た の で あ る。 私 が 彼 に

教 え て い る 時 も，(ふ た りだ け の 会 話 で ，

全 員 に 聞 こ え る よ う な大 き な声 で話 し

た わ け で は な いが)， 他 の 患 者 た ち は

私 の 話 に 耳 を澄 ま し て い た 。 私 が 友 人

の頭 に 手 を按 こ う と， 立 ち あ が り， 準

備 に と りか か っ た 時 だ っ た 。私 は み た

ま に促 さ れ る ま ま に ， 病 床 に 伏 し て い

る他の患者にこう言った。 「少 しお話

してもよろしいでしょうか?」 すると，

全貝がベ ッ ドから起 き上が った。「もう

お気づ きのことと思いますが，私は皆

さん と同じように病気で伏 している友

人 を見舞いに来ています。私は彼のホ
ームテ ィーチャーなんです。私たちは

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員

です。モルモンです。皆さん と知 り合

う機会があ りませ んで したので，皆 さ

んが どんな信仰 を持ってお られるのか

わか りませんが，霊的な面で互いに助

け合 うことはできると思います。今夜

は，その ことを実行 しようと思って来

ました。今か ら私は友人に特別な祝福

を与えます。」 それか ら私 はその祝福

について簡単 に話 し，こう言った。「皆

さんがこの祝福 を信 じる信 じないは御

自由です。ただ，私が儀式 を行 なう少

しの間，敬凄にしていて下 さればと思

います。」全員ベ ッドに座ったままだっ.

た。私 は友人の頭に手を按 き，祝福 を

授 けた。私 たちふた りはみたまを感 じ，

22年 間教会 に集 っていなか った友人は

恥 ずか しさも忘れて涙を流 していた。

祝福 を授け終わって，私たちは互いに

抱 き合った。私は言 った。「ところで，

もう一度お尋ねしますが，私の したこ

とはお気にさわ りませんでしたか?」
「ダン兄弟， とんで もない。今は私

の人生で一番神聖な時です。どうもあ

りが とう。」私 が帰 ろ うとす ると，ほ

かの4人 の患者が私に祝福 を求めた。

そのうちふた りは教会員ではなかった。

さて，末 日聖徒 である皆 さんは， 自分

が どんな人間であ って も気後れす る必

要 はない。福音を教 える機会はいつで

も私たちにあ り，この最 も貴重な贈 り

物 を分か ち合 うことができるのである。

私たちが この偉大なビジョンを理解 し，

またその大切 さを悟 ることができるよ

う祈 るものである。

皆 さんは， この地上 に送 られてきた

使命を果たす可能性 を自らの内に宿 し

ておられる。最後に，それは大変な競

争であることを覚えていただきたい。

人生 という競技において，規定に従 っ

て競技す るならば勝利を得 るであろ う。

また自らと主 を知り，福音 を分かち合

うであろう。
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主の羊を養う
セ オ ・E・ マ キ ー ン

美 食は大いに食欲 をそそるものである・しか し・腹 をす
か せ て い た 私 の 少 年 時 代 に は ， 学 校 か ら飛 ん で 帰 る私

を待 って い る ， バ タ ー の と ろ け た 温 か い焼 き た て の 手 作 り

パ ンに ま さ る も の は なか っ た。 私 の 母 は ど うす れ ば 子 供 た

ち に最 も栄 養 を と らせ る こ とが で き るか を よ く知 っ て い た 。

母 は 私 た ち の こ とを理 解 し， 愛 し， ご く簡 単 な， しか も一

番 良 い 方 法 で 助 け て くれ た 。

あ とに な っ て ， 主 が ご 自分 や 福 音 の こ と を 「命 の パ ン 」

(ヨ ハ ネ6：32-35参 照)と 言 わ れ た わ け が ， 私 に はす ん

な り理 解 で きた 。「何 世 紀 もの 間 … … 主 の 教 えは 飾 りけ な く，

胸 に 直 接 迫 る もの と し て 存 続 して き た 。 そ の よ うに 計 画 さ

れ て い た か らで あ る 」(ボ イ ド ・K・バ ッ カー 長 老Teαcんye

D読geη 殉 「熱 心 に教 え よ 」p.19)と い う言 葉 も容 易 に 理 解

で きた 。

救 い主 の よ う に教 え る

福 音 の 教 師 ， あ る い は将 来 教 師 に な る は ず の 私 た ち に と

っ て， ひ とつ の 大 きな チ ャ レ ン ジ は， 救 い 主 の よ うに 単 純

明快 に 教 え る能 力 を身 に つ け る こ とで あ る 。(「聖 徒 の 道 」

1977年4月 号p.240の 表 「福 音 の 教 授 と学 習 」 を参 照)

救 い 主 の 教 え方 に は ， 込 み 入 っ た こ とや 難 か しい こ とが

ひ とつ も な い 。 ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー 長 老 は こ う言 っ て い

る 。

「私 た ち は 心 の 中 で
， 救 い 主 が 導 き と恵 み を施 して お ら

れ た 時 代 に戻 る こ とが で き る。 救 い 主 が 教 え て お られ る こ

とに よ く注 意 を払 う こ とが で き る 。救 い主 の 教 え 方 を よ く

観 察 して ， 主 の 羊 を養 い な さ い と命 じ ら れ た 時 に， 救 い 主

と同 じ よ うに 行 な う こ と も で き る。」(「 熱 心 に 教 え よ」p.

19)

い ろい ろ な教 授 法 や 教 材 や 手 引 き を使 っ て 教 え る こ とが

で き るが ，「結 局 は ，(1)講 義(2)質 疑 応 答(3)問 答 に よ る復

言雨が教 え方 の 基 本 で あ る 。」(同 上 ，p.224)

講 義 で は， 教 師 が福 音 の 基 本 的 な 真 理 を説 明 し， 生 徒 が

382

聞 く。質疑応答では，生徒はそれらの真理をさらに明確に，

深 く理解す る。問答による復諦では，生徒が学んだ真理を

復習 し，口述 し，心に刻み込む。

講 義

講 義 は ， 無 味 乾 燥 な長 い 説 教 と考 え て は な ら な い 。 霊 を'

喜 ばせ ， 心 を満 足 させ る もの で な け れ ば な らな い 。

私 た ちが 常 に 教 え方 の模 範 と仰 ぐ救 い 主 は， 純 粋 な 命 の い

パ ン だ け を提 供 して お られ た 。 い つ で もパ ン が 与 え られ た

が ， そ の 量 は 一 人一 人違 っ て い た 。 真 理 に 対 す る理 解 度 や

従 お う とす る真 剣 さ で， どの よ うな パ ン に な る か が お よ そ

決 ま っ た が ， パ ン は いつ も簡 素 で 整 然 と し， 霊 的 に栄 養 十

分 で あ っ た 。

パ ッ カー 長 老 は語 って い る。「イエ ス の 教 え 方 を研 究 す る

と， 特 に ひ とつ の 原 則 を よ く使 っ て 教 え て お られ る こ とに

気 が つ く。 この 原 則 を理 解 して 利 用 す れ ば ， イエ ス の 教 え

方 か ら学 ぶ こ とは 多 いが ， 中 で も宗 教 の 教 師 と し て 自分 自

身 の 改 善 を 図 る こ とが で き る で あ ろ う。 教 育 者 た ち は そ れ

を類 化 の 原 則 と呼 ん で い る。

類 化 とは ，『過 去 の 経 験 を もと に して 新 し い概 念 を理 解 す

る こ と』 で あ る。 これ は ， 正 直 ， 敬 慶 ， 愛 な ど， 教 え に く

い こ とは ， 生 徒 の 経 験 を取 り上 げ て ， 生 徒 が す で に知 っ て

い る こ とか ら話 を始 め る と い う こ と で あ る。 そ うす れ ば ，

知 っ て ほ しい こ とに 引 き比 べ た り， 移 し変 え た りし て ， 意

味 を理 解 させ る こ とが で き る 。」(同 上 ，p.20)

イエ ス は よ く，「天 国 は こ の よ うな もの で あ る」 とい う言

葉 で 教 え を 説 き起 こ さ れ た 。 そ し て ， 天 国 を 人 々 が よ く知

っ て い る何 か と比 べ る の で あ る 。(こ の 原 則 の 詳 細 に つ い て

は ， 「類 化 の 原 則 に よ っ て 教 え る」 〔p.383〕 を参 照)

類 化 の 原 則 を 多 少 変 形 し た もの が ， 視 覚 教 材 の 利 用 で あ

る 。 救 い 主 が 用 い られ た の は， ほ とん どが 人 々 の 周 囲 に 自

然 に 存 在 す る もの で あ っ た 。 い ち じ くの 木 ， 貨 幣 ， 野 の 花

な ど は， イ エ ス が 話 し て お られ る そ の 場 で 目 に す る こ との

で き る もの で あ っ た 。

パ ッカ ー 長 老 が 勧 め て い る次 の こ とは， 視 覚 教 材 ， そ れ

も特 に 人 工 の視 覚 教 材 を 使 う時 に 良 い 参 考 とな る。

「視 覚 教 材 は 控 え 目 に 使 う よ う に 気 を つ け な さい
。 ご く

単 純 で， 簡 単 に 手 に 入 る も の が 最 高 の 視 覚 教 材 で あ る 。 い

ろ い ろ考 え て み る と， 黒 板 ほ ど良 い 教 材 は な い と思 う。 あ

れ ほ ど有 効 な教 材 は まれ で あ ろ う。 まず ， 黒 板 は 手 軽 に 使

え る。 次 に ど こ で で も使 え る 。世 界 中 ど こで で も黒 板 は 手

に 入 る。 大 切 な レ ッス ン を 口述 し な が ら， 黒 板 を使 っ て 生

徒 た ち の 目 を捕 え る こ とが で き る 。 話 しな が ら， 黒 板 に そ

の 間 生 徒 の 注 意 を集 中 させ て ， 概 念 を理 解 させ る 。 た だ し，

あ ま りに興 味 を引 きす ぎ る と， 視 覚 教 材 の 方 に 目が 向 い て ，

レ ッ ス ン が お ろ そか に な る 。

書 い た 言 葉 を 視 覚 教 材 に す る こ とで 一 番 多 い失 敗 は ， 目

で 見 る こ と と耳 で 聞 くこ とが 一 致 せ ず に ち ぐは ぐに な る こ

とで あ る 。 こ れ は 実 に 多 く， 正 し く黒 板 が使 わ れ て い る こ

との 方 が 珍 しい 。 黒 板 に 書 い た り， 表 に あ らか じめ 書 い て



お い た り， フ ラ ン ネ ル ボ ー ドに 張 っ た り， プ ロ ジ ェ ク ター

を使 っ て 映 写 した りす る時 に は ， 生 徒 た ちの 目に 入 る こ と

と耳 に 入 る こ と とが 同 時 で な け れ ば な らな い。

教 室 で使 う視 聴 覚 教 材 は， 使 い方 次 第 で プ ラ ス に もな れ

ば マ イナ ス に もな る。 そ れ は ち ょ う ど， 料 理 に使 う香 辛 料

の よ うな もの で あ る。 レ ッス ン をお も し ろ くす る に は ， 惜

しみ 惜 しみ 使 うこ とで あ る 。」(「熱 心 に 教 え よ」pp.224-

225)

質 疑 応 答

質 疑 応 答 も， 救 い主 が 使 わ れ た大 切 な 教 え方 で あ る。 し

か し， 救 い 主 は独 特 な 方 法 で それ を用 い られ た 。 通 常 ， 生 『

徒 に 自分 で 学 ば せ た の で あ る 。 質 問 の 内容 そ の もの と生 徒

が 向 き あ う形 で， 受 け 答 え を され た 。 そ の よ うに して ， 生

徒 は 真 理 の 基 本 原 則 を 内 省 に よ っ て 洞 察 し， 理 解 し た の で

あ る。

救 い主 は ，「わ れ は汝 ら を世 の 塩 の ご と き者 とす れ ど，塩

も し塩 気 を失 わ ば ， 何 を以 っ て 世 に 塩 の 味 をつ くる こ と を

得 べ きか 」(IIIニ ー フ ァ イ12：13)， 「何 故 に 兄 弟 の 目に あ る

小 さ き ほ こ りを 見 れ ど， 同 時 に 己 れ の 目に あ る梁 の こ と を

考 え ざ る か 」(IIIニ ー フ ァ イ14：3)な どの 質 問 を さ れ た 。

この よ う な質 問 は ， 聞 き手 に 福 音 を は っ き りと理 解 させ ，

自分 と引 き比 べ させ る救 い 主 独 特 の 教 え 方 で あ る 。

.救 い主 は ， 質 問 に 別 の 質 問 で 答 え る こ と も よ くな さ っ た 。

救 い主 の 質 問 に 答 え る と， 自分 が し た質 問 の 答 え に な る の

で あ る 。

「あ な た も
， 同 じ教 え 方 が で き る。 生 徒 が 質 問 を し て き

た ら… … 自分 で 返 事 を し て し ま わ ず ， 話 し合 い の 中 か ら生

徒 自 身 に 答 え を 見 つ け させ る よ うに しな さ い 。 教 師 が さ っ

さ と答 え て し ま う こ とは 何 と たや す い こ とだ ろ う。 しか し

そ うす る こ とは ， 活 発 な ク ラ ス討 論 の 口火 に な っ た か も し

れ な い話 合 い の 芽 をつ ん で し ま う こ とに な る。

賢 明 な 教 師 は ， 『お も し ろ い 質 問 だ ね 。 み ん な は ど う思

う?』 とか ， 『こ の 質 問 に答 え られ る 人 は い るか い?』 と，

巧 み に話 を も ち か け る。

簡 単 な 言 葉 のや り取 りを行 え ば ， 生 徒 全 員 が 参 加 で きて ，

退 屈 せ ず ， レ ッス ン に心 を 開 い て くれ る。」(「熱 心 に 教 え

よ」pp.55-56)

復 諦

救 い 主 は し ば しば ， 聞 き 手 にす で に知 っ て い る 真 理 を 思

い 出 させ た り繰 り返 させ た り して ， 相 手 の 理 解 を新 た に さ
噺}

した。(ル カ10：36-37は そ の 一 例 で あ る。)そ して 真 理 を

復 諦 した あ とで ， た い て い 「あ な 牟 も行 っ て 同 じ よ うに し

な さ い」(ル カ10：37)と 言 っ て お ら れ る。

こ れ ま で， 救 い主 が い か に 簡 単 に， いか に わ か りや す く，

しか一も効 果 的 に 教 え られ た か ， ま た御 父 の 羊 を命 の パ ンで

ど の よ う に養 わ れ た か を み て きた 。 私 た ち も行 っ て 同 じ よ

うに し よ うで は な い か 。

類化の原則 に、

よって教える

ボ イ ド ・K・ バ ッ カ ー

イ エスの教 え方 を研究す ると・特にひとつの原則 をよく
使 って教えておられることに気がつ く。この原則を理

解 して利用すれば， イエスの教 え方か ら学ぶことは多いが，

中でも宗教の教師 として自分 自身の改善を図ることができ

るであろう。教育者たちはそれを 「類化の原則」 と呼んで

いる。

注 ：ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー 著 ， な∂訪 捨0惚 θ〃ψ 「熱 心 に教

え よ」 デ ザ レ1・ 出版 社 ， 許 可 転 載

過去の経験 をもとに して理解す る

類化 とは，「過去の経験 をもとにして新 しい概念を理解す

ること」である。これは，正直，敬慶，愛な ど，教えに く

いことは，生徒の経験 を取 りあげて，生徒がすでに知って

いることか ら話 を始め るとい うことである。そうすれば，

知ってほ しいことに引き比べた り，移 し変えた りして，意

味 を理解 させ るこ とができる。

イエスは実にこの方法に習熟 してお られた。イエスがこ

の原則をどのように用いられたか を調べ，なぜそのように

頻繁にこの原則 を使われたのかを知れば，家族や教会で上

手に教えたい と願 っている人に とって大きな助け となるに

違いない。………

有形の ものを使 って無形の二とを教える

もしも信仰 を，有形の ものや測ることのできるもので生

徒が知 っている何かになぞらえるならば，教えることはず

っと簡単になる。言葉でその説明をし，話 を作ることがで

きる。また，それを計 ることも，絵を描 くことさえもでき

る。スライ ドにしたり，フランネルボー ドを使 ったり，彩

色 をほ どこした りなど，具体的な ものを使いなが ら抽象的

なレ ッスンをす ることができる。概 して生徒たちは知 らな

いことよりも知 っているこ との方に興味を持つものである。

従 ってそのようにすれば生徒 の側 に立った授業ができる。

アルファベ ットの文字 を並べて言葉にす ると，有形の世

界に存在する物 を象徴するようになる。本 を開けば，その

ような象徴がびっしり埋 まっていて，文章 を読む と，それ

につれて象徴の表わしている物が理解できる。それと同 じ

ように，私たちがすでに知 っている平凡な事柄で，無形の

概念を表わす こともできる。信仰や愛，'慈悲，従順 といっ

た事柄 を表わす象徴 を 「読む」 ことができれば，そのよう
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に象徴されていることを 「理解」 もで きる。

それがイエスの教え方である。私たちはだれでもそのよ

うな教え方を身につけ ることができる。イエスのように教

えることができるようになれば，私たちは自分の子供や大

勢の天父の子供たちに，「理解する必要ある……・神の王国

に就けるすべての事」(教 義 と聖約88：78)を 教えることが

できる。(第5章 「類化」pp.26-27)

信仰やその他抽象的な概念 を教えやすい具体的な別の物

に置き換えるよい方法がある。公式 といって もよい。その

方法は教師，それも宗教の教師に非常に役立つ。また両親

が難 しいことを子供に教えるのにも役立つであろう。
一見 して，その方法はあま りに簡単す ぎて，効果が疑わ

しいか もしれない。 しか し，少 し研究 して実際に応用 を始

めると，非常に役立つ ことがわか る。

この教え方は新約聖書かち来ているものである。またイ

エスは教師として，福音の無形で抽象的な概念を無学の群

衆に教えられたことも承知 していてほ しい。イエスは信仰

や愛，兄弟愛，悔い改めにっいて教 えるのに，描象的な概

念を弟子たちがよ く知っているありふれた物になぞらえる

方法を使われた。それが類化であり，次にあげるのが公式

である。

は のよ うなものである。

初めの空所には教 えようと思 う概念を入れる。例 えば，

ここに 「信仰」 と書 くとする。

信 仰 は のよ うなものである。

次に想像力を働かせて，信仰になぞらえるものを生徒が

知 っている有形の物の中から考 え出す。身近なあ りふれた

ものであればあるほどよい。例 えばこのように信仰は種 の

ような ものである。信仰は本当に種のような ものである。

少な くともアルマはそう考 えた。

「今，神の御言葉 を種子 になぞらえて話す と，あなたた

ちが一つの種子を自分の心の中に蒔 くとき， もしもその種

子が真理の種子すなわち善 い種子であって，あなたたちが

不信心の心でこの種子 を抜きとった り，主の 『みたま』に

逆 らったりすることがなければ種子は次第に胸の中でふ く

れ始めるであろう。そこで，あなたたちは種子がふ くれ始

め ることを感ずると，次のように思 う。すなわち，これは

まことに善い種子，善い言葉に違いなく，私の心 を大 きく

開き，私の理解力を増 し，私はようや く好い味 を感ずると。

ごらん，このように してあなたたちの信仰 と言 うものが

増すではないか。 さよう，増すけれどもまだ完全に知 ると

言うほどではない。」(ア ルマ32：28-29)

信仰を生徒の知 っている具体的な物になぞらえたとする

と， それは形 を持った物 となる。信仰は種になぞらえるこ

とができる。イエスは次のように も言ってお られる。「よく

言い聞かせてお くが， もし，か らし種一粒ほ どの信仰があ

るなら，この山にむかって 『ここからあそこに移れ』 と言

えば，移るであろう。このように，あなたがたにできない

事は，何もないであろ う。」(マ タイ17：20)イ エスは山を

比較に使って大 きさを提起 し，教えをもっ とわか りやす く
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印象的な ものにされた。

信仰 を別の具体的な物になぞらえると，大 きさを計った

り，形 を述べた り，描写 した りできる。言葉で大きさや形

や色や手ざわ りの感触 を言 うこ とが できる。また黒板にそ

の絵を書いた り，写真 を使った り，スライ ドやフランネル

ボー ドに張 る絵を作 った りできる。実際に野菜の種や果実.

の種 をレッスンに使 うことがで きる。

容器に何かの種 をまかせ，水をや る種 とや らない種で，、。

アルマめ言 ったように信仰は養 わなければな らないことを

教えるの もよい。

このような比較 を使 うと，生徒は信仰が どのようなもの

かを容易に認識 し始め，福音の原則をよ く理解するように

なるであろう。

福音 を教えるのに不可欠な類化の原則

信仰，希望，愛.敬 慶 とい うような抽象的な概 念を教え

る時に，類化の原則は有効 である。小さい子供に教えるの

にも，非常に効果的な意義のある教 え方である。この原則

を知れば，家庭や教会で教えている教師たちの大 きな力 と

なる。これ を上手に教えることができるな ら，諸々の徳を

中途半端につまずきながら教 えることもない。このひ とつ

のことを知 ることがイエス ・キ リス トの福音 を教えるのに

重要な鍵 となる。

ここで もうひとつの例 として，「悔い改め」を使ってみよ

う。

悔い改め は 、 のようなものであ る。

悔い改めにたとえることができ，だれ もが知っている物

は何であろ うか。石けん としてみよう。

悔い改め は 石 け ん のようなものである。

この考え方は次のように説明できる。

悔い改めは人生の石けんである。上手に使 えば罪を洗う

ことがで きる。 しか し， 汚れたままでいる人もいる。それ

は どうしてだろうか。いつで もす ぐに使えるのに，悔い改

めを活用 しない人が大勢いるのはどうしてだろうか。

悔い改めの間違 った使い方については次のように説明で

きる。真っ白でまだ使 っていないきれいなハ ンカチを泥の

中に落 としたとする。 それは丁寧に洗濯すれば またきれい

になる。 しか し何 回も落 としては洗い，落 としては洗いす

れば，ハ ンカチは間 もな く汚れが しみ込んで薄黒 くな り，

強力な石けんを使 ってもきれいにするのが難しくなる。

ある時，セ ミナ リー の教師たちと一緒の席でこの類化の

原則の話 をして，悔い改め を教えるのに どんな物 を使 うか

考えて もちったことがあった。すると1時 間ばか りの話合

いの中で10以 上 もの例があがったのには感心 した。

想像力 を働 かす

四角ばって堅苦 しく考えると， たとえ主が用いられた物

に して も，比較や関連づけが うまく行かない。従 って，想

像力を働かすことである。

悔い改めは石けん とは全 く違 うと主張 した教師がいた。

そのように言えば，天国は網 とは違 うし，パ リサイ人は白

く塗 った墓ではない。独創的な想像力が必要 である。想像



力 を伸ばそうとしない人はお もしろ味のない非常に退屈な

教師である。断固として写実 を通す人には， どんな類化 も

良 しとしないであろう。(第6章 「それは……のようだ」p.

28-31)

類化の原則 とは どのようなものであるかわかった と思 う

ので， ここで聖典に戻って，この教え方の例 をいろいろ見

てみよう。イエスは教 える時に，必ず よく知 っている物や

よく経験 している事柄を取 り上げておられる。イエスが教

えられた例を研究 してみれば，平凡な説明の多いことがわ

かるであろう。イエスは卑近 な例 をあげながら，民の知 っ

ている事柄に関連づけて教 えを説いておられる。

イエスと教えを聞 く大半の人々とのひ とつの共通点は，

日常の生活経験であった。イエスの生活に関 して私たちの

知 る限りでは， イエスは当時の平凡なひ とりの人間であっ

た。そしてその教 えは時代の世相 を反映し，私 たちに見せ

て くれる。.

.イエスは聞 き手の知 っている事柄に直接結びつけて，当

時の若者たちに大きな関心のある宗教的な教えをよく話題

にされた。……

日常のあ りふれた物

山上の垂訓はどんな挿話にも劣 らぬ良い見本である。・・…

その中のた とえ話には，類化に使 う具体的な物がふんだ

んに見 られる。主は話の中で，当時のパ レスチナ人一般め

生活になじみが深い事柄を取 り上げたり，モーセの律法の

よく知 られている規則をたどえに出 してユダヤの歴史を語

られたりした。 ・

にわとり，ひな，鳥，花，狐，木，盗人，追いはぎ，夕

暮れ，金持 ちや貧乏人，医者，つ ぎ当て，雑草取 り，家の

掃除，豚の飼育， もみ殼取 り，納屋の蓄 え，家の建築，賃

労働，その他諸々のことを， イエスは話題にされた。不可

解 なことやば くぜん としたこ とはひ とつ もな く，すべて を

聞 く人々の 日常生活か ら引用 された。
「…… は……のような ものである」

イエスは常に， まわ りの具体世界 を私 たちの内面の抽象

世界 と引き比べ られた。何度 も繰 り返 し繰 り返 し，「……は

……のようなものである」 という表現 を用いてお られる。

教 えをはっきりとさせる

イエスは，当時の民にただ民の経験や まわ りにある物の

ことを話 しただけではなかった。その ことを忘れないでほ

しい。にわ とりやひなのことを教えたのではな く，にわと

りやひなを例に使 って別のことを教えられたのである。イ

嶋エスは目に見える世 界の出来事 を見えない内面の世界に関

連づけて教えられた。応用や比較によって，教 えを明らか

なものとされたのである。…… ・

説教の中の応用は大切 であった。塩のたとえ(マ タイ5

：13)を 例に取れば，塩 はあま りにあ りふれていて， この

ように話 されるのでなければ人の注意など引きそ うに もな

い調味料である。 しかしわざわざ聞 き手にそのことを考え

させるのが意図ではなかった。イエスの教えの中で使 われ

ている 「塩」 とい う言葉は，用途 を教えるために出したわ

け で は な く， そ れ を 踏 み 台 に して ， 聞 き手 の 過 去 の 経 験 か

ら も っ と意 味 の 深 い 大 きな こ と を学 ばせ よ う と し て使 わ れ

た の で あ る。

信 仰 ， 悔 い改 め ， 謙 遜 と い っ た 概 念 は 目に 見 え な い の で

教 え に くい とい う こ と はす で に 前 に 話 し た 。 大 き さ も形 も

な く， 手 で 触 れ る こ とが で きず ， 色 もな い。 従 っ て そ れ を

言 葉 に表 わ す こ と は 難 し い 。 しか し， イ エ ス が 使 わ れ た 方

法 に よ れ ば ， そ れ ら の 概 念 を う ま く教 え る こ とが で き る。

(第7章 「そ れ は 聖 書 の 中 に 」pp.33-36，38-39)

比 較 や た とえ の 素 材 は ど こ に で もあ る。 見 つ け さ え す れ

ば ，身 の まわ りに た く さ ん あ る。次 の 話 を考 え て み て ほ しい 。

新 しい世 界

第2次 世 界 大 戦 中 に ， 私 は ア リ ゾナ 州 ス コ1ンツデ ー ル の

近 くの サ ン ダ ー バ ー ド基 地 で 士 官 訓 練 を受 け た こ とが あ る。

週 末 に は 時 々 フ ェ ニ ッ ク ス に 出か け て， 日曜 の 午 後 に 基 地

に帰 っ て い た 。 当 時 ア リゾ ナ 州 の ス コ ッ ツデ ー ル は， フ ェ

ニ ッ ク ス の 郊 外 に あ っ て ， 大 通 りが 交 差 し て い る だ け の 町

だ っ た 。

あ る 日曜 日の こ と， 私 た ち 数 人 は 車 に 乗 れ ず ， 基 地 まで

長 い 道 の りを歩 き始 め た 。 道 を て くて く歩 い て い る と， 一

台 の 古 い車 が 止 ま り， ひ と りの 紳 士 が 私 た ち を乗 せ て くれ

た。 人 数 が 多す ぎた が ， ドア の ス テ ップ に も立 つ こ とが で

き て ， み ん な で に ぎや か に し ゃべ りな が ら， ゆ っ く りと走

っ た 。 生 命 の な い 無 味 乾 燥 な 砂 漠 に ぶ つ ぶ つ 不 平 を 言 う者

が い た 。 す る と しば ら く行 って か ら紳 士 が 車 を止 め て， 見

せ た い もの が あ る と言 っ た 。

そ し て 彼 は 自分 を 自然 科 学 の 教 師 だ と紹 介 し， そ れ か ら

私 た ち は一 緒 に 少 し の 間 砂 漠 を歩 い た 。 彼 は私 た ち に草 や

動 物 や 生 き物 を 見せ ， 新 世 界 に 対 す る私 た ち の 目 を 開 かせ

て くれ た 。 彼 は しな び て 死 ん だ よ う な植 物 を指 差 し て こ う

言 っ た 。

「み ん な 春 の 雨 を待 っ て い る ん で す よ
。ほ ら。」そ して ひ

か らび て チ リチ リに 縮 ん だ 植 物 を指 し て，「水 に 入 れ て ご ら

ん な さ い 。数 時 間 の うち に 開 い て 緑 に な ります よ。 よ く見

れ ば ， 本 当 に 非 常 に 美 し い植 物 な ん です 。 近 くで 見 よ う と

しな い か ら， 気 が つ か な い ん で す 。」

そ の こ とが あ っ て か ら， 私 の 砂 漠 を 見 る 目は違 っ て きた 。

砂 漠 は いつ も美 し く， 私 の 心 を 強 く引 きつ け る 。

類 化 の 原 則 を理 解 し さ えす れ ば ， 世 界 は そ の よ う に生 き

生 き と し て くる 。 そ して ど こ を 向 い て も， た とえ に 使 え る

価 値 の あ る 物 を見 い だ す こ とが で き る 。

こ の 教 え 方 は視 覚 教 材 の 世 界 を 広 げ て くれ る 。 類 化 の 原

則 を身 に つ け た時 ， 生 徒 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に 新 しい

視 野 が 開 け る。生 徒 の 目に 見 え る物 を例 に と っ て，見 え な い

概 念 を理 解 させ る こ とが でき る。 百 聞 は一 見 に しか ず とか 。

レ ッ ス ン の 中 で 「な ぞ ら え る」 こ との で き る もの を捜 そ

う と努 め る 教 師 は ， 新 し い世 界 を 発 見 す る で あ ろ う。 そ し

て ， ひ とつ の 概 念 を現 実 の 中 に 見 い 灯 す こ とが ， 時 々 現 実

に 理 想 を 発 見 す る こ とで もある とい うこ と を知 るの で あ る。

(第9章 「豊 富 な例 に 囲 ま れ て 」pp.51-52)
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ニ ユ ー ス

1976年 度 に60の ス テ ー キ 部 が

新 設 さ れ る

｢シ オ ン は そ の美 と聖 と を増 し
,そ の

境 域 は拡 が りそ の ス テ ー キ部 は堅 うせ

られ ざ るべ か らず。｣(教 義 と聖 約82:

14)

教 会 は 自由 世 界 全 域 で 着 実 に 発 展 を

遂 げ て お り,そ れ に 伴 っ て シ オ ン め ス

テ ー キ部 も強 くな っ て い る。 そ し て,

1976年 度 に は60の ス テ ー キ部 が 新 設 さ

れ,年 末 時 の ス テ ー キ部 総 数 は798に

達 した 。 な お,.新 設 さ れ た ス テ ー キ部

の 内 の16は,伝 道 部 か ら設 立 され た も

の で あ る。 こ れ ら16の 内 訳 と して は,

メ キ シ コが7,カ ナ ダ,イ ギ リス,ド

イ ツが そ れ ぞ れ2,香 港,台 湾,合 衆

国 が そ れ ぞれ1で あ る 。

ま た,1977年1月 中 旬 に は,800番

目の ス テ ー キ部 が 組 織 さ れ,メ キ シ コ

共 和 国ベ ラ クル ス ス テ ー キ部 と命 名 さ

れ た 。

1976年 度 に 設 立 さ れ た ス テ ー キ 部 数

は,1975年 度 の 設 立 数 よ り も ひ とつ 少

な か った が,5年 前 に 比 べ る と2.5倍

に の ぼ る 。 ち な み に1971年 度 の 設 立 数

をあ げ る と24で あ り,そ の 翌 年 の1972

年 度 は そ れ よ り5つ 多 い29,1973年 度

は37,1974年 度 は44と,ス テ ー キ 部 の

新 設 数 は 着 実 に 増 加 して い る。

昨 年 は メ キ シ コの2つ の 伝 道 部 が 急

速 な 発 展 を遂 げ,そ れ ぞ れ に3つ の ス

テ ー キ部 が新 設 され た。 メ キ シ コ･エ

ル モ ジ ヨ伝 道 部 か ら メ キ シ コ･チ ワ ナ,

メ キ シ コ･エ ル モ ジ ヨ,メ キ シ コ･シ

ウ ダー ドオ ブ レ ゴ ン の 各 ス テ ー キ部,

そ し て メ.キシ コ･ト レ オ ン伝 道 部 か ら

メ キ シ コ･ト レ オ ン,メ キ シ コ･チ ワ

ワ,メ キ シ コ･シ ウ ダ ー ドフ ァ レ ズ の

各 ス テ ー キ 部 が 組 織 さ れ た 。 ま た も う

ひ とつ の ス テ ー キ 部 は メ キ シ コ･シ ウ

ダ ー ドビ ク トリア ス テ ー キ部 で,.こ れ

は メ キ シ コ･モ ン テ レ ー 伝 道 部 か ら設

立 され た もの で あ る。

大 西 洋 を越 え る と,イ ギ リス･リ ー

ズ伝 道 部 か ら イ ギ リズ･リ バ プ ー ル ス

テ ー キ部 とイ ギ リス･プ レス トン ス テ

ー キ･部が 設 立 され た
。 ま た ドイ ツ で は,

ドイ ツ･フ ラ ン ク フ ル ト伝 道 部 か ら ド

イ ツ･フ ラ ン ク フ ル トス テ ー キ部 が 設

立 され,ド イ ツ･ミ ュ ンヘ ン伝 道 部 の

箪 人 地 方 部 と ドイ ツ･カ イ ザ ー 系 ラ ウ

テ ル ン ス テ ー キ部 か ら ドイ ツ･シ ュ ツ

ッ トガ ル トス テ ー キ部 が 設 立 さ れ た。

さ らに 地 球 の 反 対 側 で は,香 港 伝 道

部 か ら香 港 ス テ ー キ 部 が 設 立 さ れ,台

湾 台北 伝 道 部 か ら 台 湾 台北 ス テ ー キ部

が 設 立 さ れ た 。..

カ ナ ダ 東 部 で は,カ ナ ダ･ト ロ ン ト

伝 道 部 か らオ ン タ リオ･ロ ン ドン ス テ

ー キ部 ,カ ナ ダ･モ ン ト リオー ル 伝 道

部 か ら オ ン タ リオ･オ タ ワ ス テ ー キ部

が そ れ ぞ れ 設 立 さ れ た 。

合 衆 国 内 で 伝 道 部 か ら設 立 され た ス

テー キ 部 は た だ ひ とつ,マ サ チ ュ ー セ

ッツ州 ボ ス トン伝 道 部 か ら のバ ー モ ン

ト州 モ'ン トピ リア ー ス テ ー キ･部で あ る。

以上 は これ ま で 伝 道 部 の 管理 下.にあ

っ た 地 域 に 設 立 され た ス テ ー キ部 で あ

る が,既 存 の ス テ ー キ 部 の分 割 に よっ

て 設 立 さ れ た ス テ ー キ 部 も数 多い 。

年 度 内 に 新 設 さ れ た ス テ ー キ部 名 を

設 立 順 に あ げ る と,次 の 通 りで あ る 。

ガ リフ ォ ル ニ ア 州 パ ロ スバ ー デ ス,ア

リゾ ナ 州 テ ンペ 南 部,バ ー ジニ ア 州 フ

ェ ア フ ァ ッ ク ス,ニ ュ ー メ キ シ コ州 フ

ァー ミ ン トン 東 部,エ ル サ ル バ ドル･
r

サ ンサ ル バ ドル 東 部,オ レ ゴ ン州 セ ー

レ ム 北 部,ミ ネ ソ タ州 セ ン トポー ル,

ア リゾ ナ 州 メサ･ソ ル トリバ ー,フ ロ

リダ州 ゲ ー ン ズ ビ ル,カ ンサ ス州 トピ

カ,カ リフ ォル ニ ア 州 ブ ラ ィ ズ,イ リ.

ノ ィ州 フ ェ ア ビ ュ ー ハ イ ツ,ユ タ州 オ

レ ム 東 部,チ リ共 和 国サ ンチ ャ ゴ,テ

キ･サス 州 サ ンア ン トニ オ 東 部,ユ タ州

セ ン トジ ョー ジ･カ レ ッジ,イ ギ リス･

ハ ー トル プ ル ,オ ン タ リオ 州 トロ ン ト

東 部,カ リフ ォ ル ニ ア州 カマ リ ロ,ソ

ル トレー ク グ ラ ン ジ ャー 南 部,オ レ ゴ

ン 州 ユ ー ジ ン西 部,ド イ ツ･ド ル トム

ン ト,カ リフ ォ ル ニ ア州 チ ュ ラ ビ ス タ,

ブ ラ ジ ル･リ オ デ ジ 寿 ネ イ ロ･ニ テ ロ

イ,メ キ シ コ･モ ン テ レー･ロ ー マ,

メ キ シ コ･モ ン テ レー･ア ナ ワ ッ ク,

ユ タ州 サ ン デ ィー･ク レ ッ セ ン ト西 部,

ワ シ ン トン州 ケ ネ ウ ィ ッ ク,オ ク ラ ホ

マ 州 ロ ー トン,オ レ ゴ ン州 グラ ン ツパ

ス,グ ア テ マ ラ･グ ア テマ ラ シ テ ィー･

ラ ス ビ ク ト リア ス,イ ギ リス･リ ー ズ,

テ キサ ス 州 フ 牙 氏 トワ ー ス北 部,ユ タ

州 ロー ガ ン大 学 第3,カ リフ ォ ル ニ ア

州 グ レ ン ドラ,カ リフ ォル ニ ア 州 サ ン

タア ナ,ペ ルー･リ マ･レ ー マ ナ イ ト,

ペ ル ー･リ マ 中 央,ワ イ オ ミン グ州 ラ

イ マ ン,チ り･キ ル プ エ,'チ リ･サ ン

チ ャ ゴ･ヌ ノア,オ ハ イ オ州 コ ロ ン バ

ス 東 部,カ リフ ォ ル ニ ア 州 ラ ン カ ス タ

ー
,メ キ シ コ･マ デ ロ,ユ タ州 オ グデ

ン･ア フ ス ビュ ー 。
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幽 騒;鯉 ご

皆 さん 今 日は,き ょ うこ う し て大 勢 の皆 さん の 前 で お話

す る機 会 を与 え られ た こ と を感 謝 し ます 。 こ の よ うに 沢 山

の 人 々 の 前 で お 話 す る こ とは 私 に と って,初 め て の こ とで

す 。 ほ ん と うに 光 栄 に 思 っ て い ます 。

私 は,名 古 屋 の 第6,名 東 支 部 の 武 田 と言 う者 です 。 隣

に い ます 妻 と大 学1年 と高 校2年 の ふ た りの 娘 を持 つ 父 親

で す 。 最 初 に上 の 娘 が こ の教 会 の会 員 に な りま した 。 そ っ

し て 少 し遅 れ て,今 年 の4月1日 に 夫 婦 そ ろ っ て バ プ テ ス

マ を受 け ま し た 。下 の 娘 は ま だ興 味 が あ り ませ ん が,3人

の 模 範 に よ って,教 会 に 関 心 を持 つ よ うに な る こ と を願 っ

て い ます 。

き ょ うは,私 が ど の よ う に して バ プ テ ス マ を受 け,こ の

教 会 に 入 っ たか,聞 い て い た だ き た い と思 い ます 』

私 は娘 か ら聞 くま で,こ の教 会 に つ い て ほ とん ど何 も知

りませ ん で した 。 娘 は機 会 が あ っ て,去 年 の 夏 か ら熱 心 に

教 会 に 通 っ て い ま し た 。私 は娘 が 変 な 方 面 に 関 心 を持 つ よ

り,宗 教 に 関 心 を持 っ て くれ るの で あ れ ば,ま あ い い だ ろ

う,と い っ た程 度 に 考 えて い ま した 。 また,娘 の 方 も 自分

か ら教 会 の 教 え に つ い て 話 をす る こ と もあ りませ ん で した 。

き っ と話 して も聞 い て くれ な い と思 っ て い た か らで し ょ う。一

と こ ろが そ の 内 に,｢バ プテ スマ｣と い う もの を受 け て'会員

に な りた い,そ の た め に 両 親 の 承 諾 が い る,と 言 い 出 した

こ とか ら,わ が 家 に 大 問 題 が 起 こ りま した 。 コー ヒー,紅

茶 は 飲 め な い,お 茶 もだ め だ と言 うの です 。 こ れ は 問題 で

す 。 妻 もそ ん な こ とに な つ た ら結 婚 に も影 響 す る し,ゆ る

.す わ け に は いか な い,私 か ら も よ く言 っ て くれ,そ れ は 父

親 の責 任 だ と言 い ま し た 。 こ う した こ とか ら,こ の教 会 の 』

こ とにつ い て,今 ま で の よ う に無 関 心 で け い られ な くな り

ま した 。 そ れか ら い ろ い ろ な こ とが あ っ て,私 た ち夫 婦 も

レ ッス ン を受 け る よ う に な りま し た が,最 初 は なか な か 素 亀

直 に理 解 で き ませ ん で した 。 理 論 的 に神 の 存 在 を説 明 す る

よ う求 め た り,考 古 学 的裏 づ け を求 め た り,ま た ニ ー チ ェ

の虚 無 主 義 や ハ イ デ ガー の 実 存 主 義,カ ン トの 純 粋 理 性 批

判 な ど,学 生 時 代 に か じ っ た薄 ぺ らな 知 識 を持 ち 出 し て,

レ ッス ン を い つ もい つ も遅 く して 宣 教 師 に迷 惑 をか け ま し

た 。 しか .し今 思 い 出 し て 見 る と,そ れ は た だ 単 に,心 の な

い,議 論 の ため の議 論 で した 。 親 子 程 も年 の違 う寧 教 師 に

対 して,ほ ん と うに は ず か しい 気 持 ち で一 杯 で す 。 そ れ に

対 し,宣 教 師 の 言 葉 に は ひ た す らに 神 を信 じる 強 い信 念 が

あ りま した 。 こ の よ うに し て とに か くレ ッス ン は 進 み ま し

た が,ど うか す る と,ま た振 り出 しに 戻 っ て,最 初 の 議 論

の 繰 り返 しに な りま した 。･,

しか し,宣 教 師 の ひ た む きで 純 真 な 模 範 に接 す る こ とに,

少 しず つ 気 持 ちが 変 わ っ て き ま し た。 そ し て.宣教 師 に 教 わ

っ て,見 様 見 まね で お 祈 り を始 め ま した 。 最 初 は｢ア ー メ
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ン｣と 言う言葉が素直に口に出せませんでしたが,し か し

その内に祈 ることがなぜか快 く感 じられるようになって き

ました。レッスンにおいて も,批 判的な気持 ちか ら,少 し

で も理解 したいと言 う気持 ちに変わってきました。そして,

いよいよバプテスマ を受けるように勧め られました。 しか

し自分 としては,ま だ教義についても充分に理解ができて

いないし,と てもバプテスマ を受ける資格 はない と話 しま

したが,と うとう4月1日 にバプテスマを受けることにな

りました。私が最後に決心 をしたのは,宣 教師や教会の多

くの兄弟姉妹 と,そ してわが子の模範 を見て,自 分 もあの

ようになりたいと言う強い希望 と,ζ れか らまた,現 在私

たちは失業 と言 う大きな試練に出会っていますが,ま だ知

り･合って間もない私たちのことをほん とうに自分のことのL

ように心配 して下 さった伝道部長さんや宣教師,兄 弟姉妹

の温かい気持ちに接 して,こ れか ら生涯この方々の仲間に

入れていただ きたいと強 く感 じたか らです。

そして,き ょうまで,皆 さんの後について歩んでまいり

ました。ですか ら,こ うして皆さんに聞いていただけるよ

うな立派な話は何 もあ りません。ただ,自 分の実感 として

ひ とつだけ言えることは,謙 虚な気持ちで祈 り,ま た聖典

を読んでいると,自 然に平安 な気持ちになると言 っこ.とで

す。例 えば,食 事の前に感謝のお祈 りをして食べ ます と,

食事に対 して不平や不満は出ません し,和 やかにおいしく

食事 を頂 くこ とができると言 うことです。 これには何の理

屈 もあ りません。確かなことです。同 じように人々 と話す

時にも,こ の祈 りの心 を持 ってすれば,初 めて会った人で

も,ほ んとうに打 ち解けた気持 ちで話すことができます。

このようにして一 日一 日を過 ごして行けば,結 局一生を心

豊かに生 きて行けるのではないでしょうか。私はまだ 日が

浅 く,聖 典 も充分に勉強していません1が,毎 日,朝 晩,神

さまとお話する気持ちでお祈 りをしています。そして少 し

ずつ聖典 も読んでいます。

私がバプテスマを受けたのは,こ のように宣教師や兄弟

姉妹の模範を見て,自 分 もあの ようにな りたいと思ったか

らです。ですから私 も教会のことについて話す時には,教

義 についていろいろ説明す る前に,ま ず自分の模範を示す､

､ことが確かに大切だ と思います。そうすれば,向 こうから,

この教会に関心を示すようになると思います。ささやかな

体 験ですが,今 日こうして大勢の兄弟姉妹あ煎でお話する

こ とが で きて,そ れ に よ って,自 分 の 信 仰 が 強 め られ る こ

と を,心 か ら感 謝 し ます 。 ま た,こ れ ま で,私 た ち を御 指

導 下 さ っ た伝 道 部 長,宣 教 師,そ して 多 くの 兄 弟 姉 妹 に ほ･

ん と うに,ほ ん と うに,心 か ら感 謝 申 し上 げ ます 。 す べ て

を イ エ ス･キ リス トの み 名 に よ っ て お 話 致 し ま した 。 ア ー

メ ン。
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「大管長は非常に親切で温和な方です。彼

と同じワード部にいられるのは特権です。」

「彼女は実に満点の人です。家にいれば必

ず集会に出席 しますし，家庭訪問教師として

訪問の割当てを受けた姉妹たちに対 して，心

から愛と関心を寄せています。」

「感心するのは
，大管長は30億の人々の予

言者で，350万 人から予言者として敬われて

いる人であるのに，いつでも病人を見舞う時

間があることです。」

「大管長はいつでも教会員みんなのために .

祈っています。」

(本号 「予言者の隣人」p.357)
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